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取扱説明書 


X 本書の操作説明に使つているボタン①イラストはリモコン①ボタンです。 


•お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

• ご使用の前じこの取扱説明書をよ<お読みのうえ、正し<ご使用<ださい。 
•お読みになった後は、いつでも見られるところに「保証書」■「製品のご柜談と 
修理-サービス窓□のご案内」と共に大切に保管してください。 

• この製品は持ち込み修理対象製品でず。 

化お修理をごホ望される場合は，別途化お料をご請求させていただ<ことじなりますの 
で、あ6かじめご了ま願います。詳しくは，「保証と修理じついて」（屈=51ページ）を 
ご覧 < ださい。 
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ご巧用になる前に 


まを上のごを意 


正しくまをじお使いいただくため、ご使 
用の前に必ずよくお読み< ださい。 

この取あ説明書および製品への表示で 
は、製品を安全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損 
害をホ然に防止するために、いろいろな 
絵表示をしています。その絵表示と意巧 
は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


絵表示の例 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が 
描かれていまず。 


A 


感電ミ主意 


A 記号はま意（危隨-警告を含む）を 
促す内容があることを告げるわのでず。 




分解禁止 


S ) 記号は禁止の行為であることを 
告げるちのでず。 


€ 


電源プラグを 
コンセントから抜け 


»記号は行為を強制したり指示したりする 
内容を告げるちのです。 


A 警告 


この表示を巧視して、誤った取り扱いをずると、 

人が死 t または重傷を負う可能性が想をされる内容を示していまず。 


€ 


万一異常が発生したら、 
電源プラグをすぐに抜く 

煙や異臭、異音が化たとき 


ン•落としたり、破損したりしたとき 
からおけ•機器内部に水や金属類、燃えやすいち 
のなどが入ったとき 

そのまま使用ずると、义災•感電の原因となりま 
す。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、 
必ず電源プラグをコンセントか6抜いて、安全を 
確認してか6販売店にご速絡ください。 

お客様じよる修理などは危険ですので鮑対におや 
めください。 


〇 

必ず実施 


ご使用は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧切外で使巧しないで 
ください。 

义楽-感電の原因となります。 


〇 

必ず実施 


電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
力□エしたりしないでください。また、重 
いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ 
たりすると電源コードが破損し、乂が- 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだら、すぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 電源プラグの刃および巧の付お 
にほこりや金属物が付着してい 

必ず実施 るとさは 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた布で取り除いてください。そのまま 
使巧すると义楽‘感電の原因となりまず。 


Q 


禁止 


巧部に水などの液体や異物を入 
れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
やすいちのなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。 

义災•感電の原因となります。 

特におす様のいるご家庭ではごを意くだ 
さい。 



水めれ 
禁止 


水をかけたり、 

濡らしたりしない 

雨天.降雪中.巧岸.水辺での使巧は特 
にごを意ください。 

义巧-感電の原因となります。 


分解禁止 


ねじをかしたり、 

巧解や改造したりしない 

内部には電圧の高い部分がありますの 
で、义災•感電の原因となります。 
内部の点お-調整-修理は販売店じご依 
頼ください。 


接触禁止 


雷が鳴り出した6 

機器や電源プラグには触れないでくださ 
い。 

感電の原因となります。 




禁止 


乾電池は巧電しない 

電池の破裂-液漏れにより、火災-けが 
の原因となりまず。 


水場での 
使用禁止 


風呂-シャヮー室では 
使届しない 

义災-感電の原因となります。 



この機器の上に巧瓶-植木鉢 • 
コップ-化粧品-薬品や水など 
水めれ が入った容器、およびルさな金 
Sit 属物を置かない 

こぼれたり> 中に入ったりした場合> 义 
巧-感電の原因となります。 
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安を上のごを意 


A を意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


〇 電源コードは確実に接続し、 

束ねたまま使巧しない 

.. 電源コードを接統ずるときは接続□に確 

実に差し込んでください。差し込みが不 

0 完全な場含、乂災•感電の原因となるこ 
とがあります。 

根元まで差し込んでもゆるみがあるコン 
セントには接統しないでください。その 
塌合、販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 

また、電源コードは束ねたまま使用しないでくだ 
さい。発熱し、义災の原因となることがあります。 


Q 


禁止 


電源コードを 
熱器具にお付けない 

コードの被ふくが溶けて、义爽-感電の 
原因となることがありまず。 


0 


禁止 


電源プラグを抜くときは 

電源コードを引っ張らずじ必ずプラグを 
持って抜いてください。コードが傷つき、 
乂災-感電の原因となることがありまず。 




めれ手禁止 


濡れた手で電源プラグを 
抜き差ししない 

感電の原因となることがありまず。 


〇 機器の接続は説明書をよく読ん 
でから接続する 

たずま^テレビ‘オーデイオ機器-ビデオ機器な 
どの機器を接続する場合は、電源を切り、 
各々の機器の取撒説明書にがつて接続し 
てください。 

また、接統じは指をのコードを使巧して<ださい。 
指定山外のコードを使用したり、コードを延長し 
たりずると発熱し、やけどの原因となることがあ 
ります。 


〇 

必ず実施 


電源を入れる前には 
音量を最ルじする 

まな大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 


0 


禁止 


長時間音が歪んだが態で 
使用しない 

スピーカーが発熱し、义災の原因となる 
ことがありまず。 


〇 電池を交換するときは 

•極性表示にま意し、表示通りに正しく 
入れる 

•指定材外の電池は使巧しない 

Q « 新しい電池と古い電池を混ぜて使巧し 
。'ぃ 

間違えると電池の破梨-液漏れじより、 
禁义災-けがや周囲をミち損する原因となる 
ことがありまず。 


Q 

禁止 


へッドホンを使巧するときは 
音量を上げすぎない 

ちを刺激ずるような大きな音量で長時間 
続けて聞くと、聴力に悪い影響を与える 
ことがあります。 




禁止 


不安定な場巧に置かない 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不 
安走:な攝所に置かないでください。落ち 
たり倒れたりして、けがの原因となるこ 
とがあります。 


Q 


禁止 


〇 

必ず実施 


次のような場所には置かない 

义爽‘感電の原因となることがありまず。 
• 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気 
が当たるようなところ 
• 湿気やほこりのをいところ 
• 直射日光の当たるところや暖房器具の 
おくなど高温じなるところ 

壁や他の機器か6 

少し離して設置する 

放熱をよくずるためじ、化の機器との間 
は少し離して置いてください。ラックな 
どに入れるときは、機器の天面や背面か 
ら少し隙間をあけてください。内部に熱 
がこもり、义炎の原因となることがあり 
まず。 

0 通風孔をふさがない 

内部の温度上昇を防ぐため、通風孔が 
開けてありまず。次のような使いかた 
はしないでください。内部に熱がこも 
り、义楽の原因となることがありまず。 
■あお向けや横倒し、逆さまにずる 
• 押し入れ•専巧のラック W 外の本箱など風通し 
の悪い薇い場所に押し込む 
■テーブルク□スをかけたり、じゆうたん•布団 
の上に置いたりして使巧する 


Q 


禁止 


この機器に乗ったり、 

ぶ6下がったりしない 

特にかいお子様のいるご家庭では、ごま 
意ください。倒れたり、壊れたりして、 
けがの原因となることがありまず。 


重いものをのせない 

0 機器の上に重いものや外枠か6はみ化る 
ような大きなものを置かないでくださ 
し、。バランスがくずれて倒れたり、落下 
したりして、けがの原因となることがあ 
U まず。 


移動させるときは 

まず電源を切り、必ず電源プラグをコン 
セントか6抜き、外部の接続コードを外 
電源プラグをしてからおこなつてください。コードが 
コンセント傷つき、义楽•感電の原因となることが 


€ 


か6抜け 


あります。 


€ 


長期間の外出•旅行のとき、 
またはお手入れのときは 

安全のため必ず電源プラグをコンセント 
電源プラグをか6板いてください。义災-感電の原因 
となることがありまず。 

A 日年に一度は巧部の掃除を 

販売店などにご相談ください。内部じほ 
こりがたまったまま、長い間掃除をしな 
を心 いと义炎や故障の原因となることがあり 
まず。 

特に、湿気の多くなる梅雨期の前におこなうと、 
より効果的でず。なお、内部の掃除費用じついて 
は販売店などにご相談ください。 
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本機の再をまでのながれは、次の順番でおこなってください。 


スピーカーを 接続ずる （屈=12ぺージ） 


み 

(拐!巧を接続する （屈=14ぺージ )_ 

み 

(電源を入れる（屈=17ぺージ） 


( 才ートセットアップ （屈=20ぺージ） 1 

み 

( 厂 マニュアルセットアップ [屈°25ぺージ ） )) 

み 

( 入力の設定 [屈=29ぺ-ジ） つ 


拐!巧を再をずる （屈=31ぺージ） 


み 


( サラウンドモードを選ぶ （屈=33 ページ) 

み 

( 音場なまを調節する （屈つ5ぺージ） 


&システムは巧のユニットで植巧されています。 
(本書は3モデルなほの取扱説明書です） 

□ DHT - S 500 HD 2.1 チヤンネルホームシアターシステム 
ユニツト括が： 



AVC-S 百00 HD 
SC - AS 500 
DSW-S 呂00 


AV アンプ 
フ□ントス ピーカー 
ヴブ ウーパー 


0 - 


□ DHT - E 6000 HD 2.1 チャンネルホームシアターシステム 

ユニツト植成： AVC-S 呂〇 0 HD AV アンプ 

SC-AE 巨 000 フ□ントス ピーカー 

DSW - S 呂00 ヴブウー八一 







み 

本書に使巧しているイラストは、取り撒い方法を説明するためのわ 
ので実物と異なる場合がありまず。 


ご使用の前にご確認ください。 

AV アンプに同おしている付属品 

①取扱説明書〔本書） . 1 

③簡単セットアップガイド . 1 

感保証書（捆包箱に貼が） . 1 

® 製品のご相談と修理.サービス窓□のご案内 . 1 

感光伝送ケーブル〔長さ：約 1 m ). 1 

(D リモコン （ RC -1125). 1 

③単4お乾電池 . 2 

® セットアップマイク 

( DM - A 409. コードの長さ：約 7.6 m ). 1 

⑤ _ (D (D 





スピーカーシステムパックに同おしている付属品 

( DHT-S 呂〇 OHD / DHT - E 6000 HD ) 

①サブウーハー用台座 . 2 

感スピーカーケーブル（長さ：約 3 m ). 3 

⑤ずベリ止め （1 シート8枚） . 1 

® コーナーパッド . 2 

⑤ 両面 テープ . 4 

① ③ 





感 




感 



のの 


再生までのなびれ 

1 

システム構ぶ 

1 

付属品 
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準備 


ほ用上のごを意 


設置にごいて 


携帯電話巧用時のごを意 


AV アンプの設置 


本磯の近<で携帯電話をご使用じなると、雑音が入る場合が 
ありまず。携帯電話は本機から離れた位置でご使用<ださい。 


おす人れについて 


結露（つゆつを）について 


ステレオ音のエチケット 

隣近所への函慮（おもいやり）を十分に 
いたしましょう。 

特に静かな夜聞は、かさな音でも适リや 
ずいものでず。夜園の音楽鑑賞じは、特 
じ気を函リましょう。 


倉 

I 音のエチケット1 


本機内部の放熱をを < ずるためじ、 
十分に離して設置してください。 


壁や他の機器との間は、 


•キャビネ、ソトや操作パネル部分のミちれは、柔らかい布で藍 
<拭き取って<ださい。化学ぞうきんをご使用の際は、そ 
のを意書きじ従ってください。 

•ベンジンやシンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本 
機に付着ずると、変質や変色の原因じなりまずので使用し 
ないで < ださい。 



※十分に離ずミ 
、•/ 

。 ....... 




:壁 


フ□ントスピーカーの設置 


□ 置いて巧ラ場合 


本機を寒いところから急に暖かいところに移動させたり、本 
機を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりずると、 
内部（動作部やレンブ）じ水滴が付くことがありまず（結露)。 
結露したまま本機を使用ずると、正常に動作せず、故障の原 
因となることがありまず。結露した場合は、本機の電源を切つ 
て1〜2時聞放置してから使用してください。 




□ 別売 りのスピーカースタンドやスピーカーブラケツ 
卜を巧う場合 


•スピーカーケーブルを足や手に引っ掛けて本機をを下させるこ 
とのないように，ケーブルは企、ず壁などじ固をして<ださい。 
•ブラケットやスピーカースクンドを使って取り付ける際は，ブ 
ラケットやスピーカースタンドの説明書に従い，十分を意して 
しっかりと巧 y 付けて < ださい。 

•取り付け後は，あずを全性を確認してください。 

また，その後を期的にを下の可能性がないか安全点おを実施し 
て<ださい。巧リイ寸け場所，取リイ寸け方法の不備じよるいかな 
る損害，事巧じついて当せはいっさいその責を負いません。 

サブウー八一の設置 

□ 台座の取り付けかた 


付属のずベリ止めを底面の4力所 
じ貼ってください。 


ずぺ y 止め 

□ 壁に取日付ける場合 

背面じある壁掛け用フックを利用 
して、壁に掛けて使用できまず。 
壁 J 卦け巧その場合、壁掛け用フックの穴に 
つ、リウ ねじ頭などを差し込みまず。ねじ 

は、スピーカーの 質量に耐え6れ 
るしっかりした壁に取り付けてく 
ださい。 



□ コーナーパツ ドの取日付けかた 


6 


スピーカー スタンド 

ASS -80/ ASS -100 

スピーカー ブラケット 
ASG -10/ ASG -20 
取り付けねじ巧 



かさなおす様がサブウー八一の 
コーナー じぶつかりけがをされな 
いように、付属の コーナー パッド 
をサブウー八一天面前方の両側 
コーナーに 取り付けてください。 
取り付けじは、付属の両面テープ 
をお使いください。先にサブウー 
八一の接着ずる面に付属の両面 
テープを目占って から、コーナー 
パ、ソドを取り付けてください。 
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リモコンに巧電池を入れる 


巧電池の入れかた 


①つまみを引き上げながら、②乾電池 （2 本）を乾電池収 
裏ぶたを取り外ず。 納部の表示に合わせて正し 

く入れる。 




感裏ふ"たを元通りにしてください。 

• リモコンには単4お乾電池をご使巧ください。 

• リモコンを本機のおくで操作しても本機が動作しないときは、新し 
い乾電池と交換してください。（付属の乾電池は動作確認巧です。 
早めに新しい乾電池と交換してください。） 

•乾電池は、リモコンの乾電池収納部の表示通りに@側■©側を合 
わせて正しく入れてください。 

•破損-液漏れの恐れがありまずので、 

•新しい乾電池と使巧済みの乾電池を混ぜて使用しないで<ださ 
い。 

•違う種類の乾電池を混ぜて使巧しないでください。 

• 乾電池は充電しないでください。 

• 乾電池をショートさせたり、分解や力□熱または义に投入させたり 
しないで < ださい。 

•万一、乾電池の液漏れがおこったときは、乾電池収納部内じついた 
液をよく拭き取ってから新しい乾電池を人れてください。 

• リモコンを長期間使用しないときは、乾電池を取り化してください。 
•不要(こなった乾電池を廃棄するときは、お住まいの地域の条例じし 
たがって処理をしてください。 


リモコンのほいかた 

リモコンはリモコン受光部に向けてご使用<ださい。 



リモコン受光部に、直前日光やインバー女一式壁光灯の強い光また 
は赤外線が当たると、誤動作をしたり、リモコンが操作できなくなつ 
たりする場合があります。 


: r 活巧 n 々か到 n 


前說 


碟袖 


抑が 


浦 fy 々お雜 


イ Q 音©赢遵 
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さ部のを前 


フ□ントパネル 


詳しい説明じついては、 （） 内のページを参照してください。 
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ろみみホ)ホホ® 


也 


〇へッドホン端子 ( PHONES ) ……' 
0電源ボタン （ ON / STANDBY )—' 
0 電源表示 

〇フロント HDMI 入力端子 

(FRONT INPUT HDMI ). 

0 リモコン受光部 . 

0 ディスブレイ . 

〇主音量およびメニュー香号表示' 


■(33) 

•(17) 


■(15) 
'…(の 
'…の） 
•(19) 


〇 サラウンドモード切り替えボタン 

(SURROUND MODE ). (33) 


@チヤンネルセレクトボタン 

( CH . SELECT ). (41) 

巧）入カソース切り替えボタン 

( SOURCE ). (31) 

< D 状態表示ボタン ( STATUS ). (39) 

® ドルビーバーチャルスピーカー表示…口 3) 

巧）主音量調節つまみ 

(MASTER VOLUME ). (31) 

巧）セットアップマイク端子 

(SETUP MIC ). (21) 


: r 巧巧 n 々か到 n 


前說 


鹏袖 


抑が 


浦产かお齡 


イ©.わ©赢お 


巧赢なな？が部 d 巧ぶ 


巧11^庸な 


巧な蔬 
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U モコン 



〇リモコン信号送信部 

0電源ボタン .(17) 

0クイックセレクトボタン 

(映画、音楽、ゲーム） . (41) 

〇入カソース選巧ボタン . (31) 

0 サラウンドモード切り替えボタン… (33) 

包 MultEQ ボタン . (37) 

〇 RESTORER ボタン . 口 8) 

包 Dynamic Volume ボタン . (38) 

〇 メニューボタン .(18) 

瓜力ーソルボタン .(18) 

の エンターボタン（確定） . (18) 

® リモート/ブラウズボタン . (32) 

® iPod ドッグ用操作ボタン . (32) 

©状態表示ボタン（ステータス） . (39) 

© ビデオセレクトボタン 

(ビデオ選択） . (40) 

© 入カモード切り替えボタン 

(インプットモード） . (30) 

® スリープタイマーボタン 

(スリープ） . (40) 

⑩ディマーボタン . (33) 

巧）ミューティングボタン（消音） . (33) 

⑩ドルビーバーチャルスピーカーボタン 

(m/s) .(33) 

® チャンネルレベル謂節ボタン . (41) 

® 主音量調節ボタン（音量） . (31) 

® リターンボタン（戻る） .(18) 


夕 

詳しい説明については， [) 巧のページを参照し 
て < ださい。 






















































































































































る部のを前 


ディスプレイ 



© ミュート表示 

ミューティング中に点なしまず （13=33 
ページ)。 

〇 AUDYSSEY 表示 

をモード時に々のように表示しまず 
(13=37 ページ)。 


〇デコーダー 表示 

動作中のデコーダーを点好しまず。 

〇 入力音声信号表示 

0 インフオメーシヨンディスブレイ 

入カソースを、サラウンドモードおよび 
設定値などの情報を表示しまず。 

〇フロントスピーカー表示 

スピーカーから 音声を 化 力していると き 
に点なしまず。 


0クイックセレクト表示 

クイックセレクト機能が設をされている 
ときに点好しまず（屈=41ぺージ)。 

Q 1 :巧画、 Q 2 :音楽、 Q 3 :ゲーム 

© 主音量表示 

設を操作中は、メニュー番号を表示しま 
ず。 

〇スリーブタイマー表示 

スリープタイマーの動作中に点なしまず 
(屈=40ページ)。 


" MultEQ " の動作中 


AUDYSSEY 
MULTEQ 
DYN EQ 


" MultEQ " 
の動作中 


"Dynamic EQ " 


瓜入カモード表示 

サラウンドバック表示 

SURR . BACK 音声化力端すか6サラウン 
ドバック音声を化力しているときじ点好 
しまず (屈つ6ページ)。 

巧 RESTORER 表示 

RESTORER の動作中に点好しまず 
(屈=38ページ)。 

巧) HDMI 表示 

HDMI , 

好しまず（屈’14ページ)。 


AUDYSSEY 
MULTEQ 
DYN VOL 


" MultEQ"、"Dynamic EQ "、 
"Dynamic Volume " の動作中 

※オートセットアップ後じ、 スピーカー 
設定を変えると表示の枠が消灯ずるか、 
ずべての表示が消灯しまず。 


y アハ。ネル 


詳しい説明じついては、 （） 内のページを参照してください。 
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〇スピーカー端子 （ SPEAKERS ).(12) 

0 アナログ音声端子 ( AUDIO ).(16) 

包プリアウト端子 (PRE OUT ) …… (13,17) 
〇 iPod ドック用コントロール端子…… （16) 

包映像端子 ( VIDEO ).(15) 

包電源コード .(17) 

〇デジタル音声端子 ( DIGITAL ).(15) 

@ HDMI 端子 （ HDMI ).(15) 
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接続のしかた 


□ 接続のなびれ 


□ HDMI 端子巧まの煤器を接続する（屈=14ぺージ） 

•巧っておいてほしいこと（屈314ページ） 

•接続のしかた（屈=15ページ） 

• HDMI 接続に関ずる設走 （13=1 已ページ） 
•入力されたゆ像信号を変換して化力ずる 
(ビデオコンバージョン機能）（屈=11ページ） 

•巧像入力信号による画面表示のしかた 
(屈=11ページ） 

□ HDMI 端子のない巧器を接続ずる（屈=15ぺージ） 

•モニター（テレビ）を接続ずる（屈=15ページ） 
•再生機器を接続ずる（屈=16ページ） 
•レコーダーを接続ずる（屈=16ページ） 

•ケーブルテレビを接続ずる（屈=17ページ） 
•アンプ内蔵サブウー八一を接続ずる 
(屈=17ページ） 

□電源コードを接続ずる（屈=17ページ） 


知つておいてほしいこと 



この取扱説明書では、対応するすべての音声信号ち式や峽像 
信号ち式の接続ち';ちを説明しています。接続する機器に合わ 
せていずれかの接続ち';ちをお選び < ださい。 



接続にほ用するケーブルについて 


接続後に、本機の設定が必、要なものがあります。各項目の 

" ①設定をおこなって 

ください。 

•ずベての接続が終わるまで，電源プラグをコンセントじ差し込まな 
いでください。 

•接続ずる機器の取撒説明書わおずお読みください。 

•接続するチヤンネルを確かめてから、入力と化力のチヤンネルを正 
しく接続してください。 

•接続ケーブルは、電源コードや接続ケーブルと一輔に束ねないでく 
ださい。雑音の原因となることがあります。 


ご使用じなる機器に合わせて、ケーブル（別売り）をご用意 
ください。 


音青&映像ケーブル 


HDMI 接続 


巧デジタル接続 

アナ□グ接続 

(ステレオ、 

サラウンド） 


因 


HDMI ケーブル（別売） 




音青ケーブル 


圆 む 


伯）® 

(赤）® 


アナ□グ接続 
(モノラル、サブウー M —) 


光伝送ケーブル（が属） 


ステレオ音声ケーブル（別売） 


音声ケーブル（別売） 


〇 圆 


スピーカー巧続 


+ 


+ 


スピーカーケーブル （ SYS - S 500 じが属） 


映像ケーブル 


S 映像接続 
巧塚接続 


Q D> 


<〇 © 


馈） 


S 映像ケーブル（別売） 


映像ケーブル（別売） 


: r 巧巧 n かか到口 
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入力された映像信号を変換して出力する （ ビデオコン/ V — ジヨン機 
能） 


本機には3種類 （ HDMI 、 S 巧像、巧像）のか像入力端子と2種類 （ HDMI 、 巧像）の巧像 
出力端子がありまず。接続ずる機器に合わせてご使用ください。 

この機能は、本機に入力されたさまざまなち式のゆ像信号を、本機からモニターじ化力ずる 
巧像信号ちまじ自動的に変換して化力ずるものでず。 




•ビデオコンパージョン機能は、 NTSC ' PAL SECAM 、 NTSC 4.43, PAL - N . PAL - M および 
PAL -60 のフォーマツトじ準拠していまず。 

• HDMI 巧応テレビのお像度は ， "HDMI Monitor Information " [屈=39ぺージ）で確認することができ 
ます。 

• HDMI 信号をアナ□グ信号に変換することはできません。 

•ゲーム機など特巧な映像信号を人力した場合> ビデオコンバージョン機能が動イ乍しない場合があります。 


巧つておいてほしいこと 


映像入力信号による画面表巧のしかた 


メニューや状態の画面表示のしかたは、本機に入力されるか像信号の種類じよって異なりま 
ず。 

HDMI 端子か己映像信号を入力しているとを 


• メニュ ー: 黒背景の画面に切り替わり、メニューを重ねて表示しまず。（《） 

•状態表示：表示しません。 

※：再生中の巧像にメニューを重ねて表示したいときは、巧像端すにも同じ巧像を入力 
して<ださい。メニューを表示ずると映像端子から入力している巧像に切り替わっ 
てメニューを重ねて表示しまず。 

S 映像端子または映像端子から映像信号を入力しているとを 

•メニュー：再生中の巧像にメニューを重ねて表示しまず。 

•状態表示：表示しまず。 

□ 画面表示の例 

•メニュー画面 •状態表示画面 


巧態表示：入カソースの切り替えや音量の調節時に一時的に画面 
に操作状態を表示しまず。 


MENU 

1. Parameter 

2. Information 

3. Auto Setup 

4. Manual Setup 

5. Input Setup 


[ENT] : Se I ec t 


入カソース切り替ス時 音量調節時 
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スピーカー を接続ずる 


本機は 2.1 チヤンネルから 7.1 チヤンネルまでのサラウ 
ンド再生に対応しています。お好みにあわせてお楽しみ 
ください。 


2-1 チヤンネル接続のしかた 


5-1 チヤンネル接続のしかた 


国 


DHT -500 HD の基本システムです。 


化まな傑巧 


スピーカーシステムじスピーカーシステムパック SYS - 
S 500 CS (別売） を加えたシステムです。 

化まな傑器 


サラウンドバックスピーカーの再生 （6.1 チャンネルまたは 
7.1 チャンネル再生）をおこなラときは、本機およびスピー 
力ーシステムパック SYS - S 500 CS (別売）のほかに、パワー 
アンプとスピーカーを用意してください。（屈=13ページ「ス 
ピーカーを接続ずる」） 

スピーカーの音質は、部屋の大きち-お態（洋室、和室）- 
設置のしかたじよって変わりまずので、次のことに留意して 
設置してください。 

•スピーカーをレコードプレーヤーと同じ台や棚の上に設置 
ずると、八ウリングを起こずことがありまず。 
•スピーカーの背面や前面に壁やガラス戸などがある場合は、 
厚手のカーテンなどを掛けると共振や反射を防止できまず。 
•スピーカーをテレビに近付けるとテレビ画面に色むらを生 
じる場合がありまず。そのときはテレビの電源を切り、離 
して置き、15〜30分後に再びテレビの電源を入れてくだ 
さい。その後も色むらが残るような場合には、スピーカー 
をさらに離して使用してください。 

•サブウー八一は転倒による事故を防止ずるため、水平な床 
の上に設置してください。 

•サブウー八一の上にレコードプレーヤー、 CD プレーヤー 
などの機器を設置しないで < ださい。 



接続 



接続 
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7.1 チヤンネル接続のしかた 

5.1 チヤンネルのシステムじサラウンドバックスピーカーを加えたフルシステムです。 


化まな機巧 接続 



スピーカーを 巧続ずる 


スピーカーの レイアウトについて 


□ 2.1 チヤンネル接続時 



□ 5.1 チヤンネル接続時 



□ 7.1 チヤンネル（サラウンドバックスピーカー)接続時 



佩巧 n みか到 n 


鹏袖 


逊 W 


涌理々あ縣 


イ9を©赢强 


巧 P 伽9狂？が細。な S 


巧 SE ドミな 


W みな蔬 


【上面から見た图】 


【側面から見た图 ] 
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スピーカーを 接続ず る 


スピーカーケーブルを接続する 


機器を接続ずる 


巧護回おについて 


本機と接続ずるスピーカーの左チャンネル （ L )、 ちチャンネ 
ル （ R )、 + (赤）、一（黒）をよく巧認して、同じ極性を接 
続してください。 



7 スピーカーケーブル先端の被覆を 
10 mm 程度はがし、芯線をしっかりよ 
じる。 

2 レバーを巧し下げて、ケーブルの先端 
を穴に差し込む。 


3 


レバーを離す。 


国 

インピーダンスが目‘ 


16 Q の スピーカーを ご使用ください。 


•スピーカーケープルのお撼が、スピーカー端子か6はみ化さないよ 
うに接続してください。お髓がリアパネルやねじに接触したり、+ 
側と一側が接触したりずると、保護回路が動作します〔囑=「保護 
回路じついて」）。 

•通電中は絶巧にスピーカー端子に触れないで<ださい。感電する場 
合がありまず。 


な綜がリアパネルやねじに接触したり、+側と一側が接触し 
たりずると、保畫回路が動作して電源表示がが] 0.5 秒圍隔で 
ホ色じ点滅しまず。 

保畫回路が動作ずるとスピーカー化力は遮断され、電源はス 
クンバイ状態になりまず。この場合は、電源を切るか電源コー 
ドを抜いてか6スピーカーケーブルや入カケーブルの接続を 
お認してください。 

また、指をされたインピーダンス W 下のスピーカー（例： 
4 Q ) を使用して大音量で再生ずると、本機の温度が上昇して 
保畫回路が動作ずる場合がありまず。電源はスタンバイ状態 
になり、電源表示が約2秒圍隔でホをじ点滅しまず。この場 
合は、電源を切って、周囲の通風状態をを< して、本機がを 
えるのをお待ちください。 

周囲の通風や接続に問題がないのにも関わらず保畫回路が動 
作ずる場合は、本機が故障していることも考えられまずので、 
電源を切つた上で当社の修理柜談窓 □ じご連給ください。 


HDMI 端子付をの機器を接続する 


知つておいてほしいこと 


□ HDMI にごいて 

HDMI とは 、 "High Definition Multimedia Interface " ① 
略で、デジタル映像信号とデジタル音声信号を HDMI ヶーブ 
ル1本で伝送できるインターフエースです。 


" HDMI ”' "HDMI □ゴ”および" High-Definition Multimedia 
Interface " は> HDMI Licensing LLC の商標または登録商標です。 


□ HDMI 接続ででさること 

Deep Color 

微かな巧像デークを増やずことで、色のを化をより滑らかに 
して、異なる色お聞の微妙なグラデーシヨンを表現ずること 
が可能になりまず。 

x . v.Color 

色の表現がより正おになり、自然で生き生きとした巧像を表 
現ずることが可能じなりまず。 " x . v . Color " は ソニーの 商標 
登録でず。 

Auto Lip Sync ( 13=27ぺージ） 

HDMI 1.3 対応機器じは、自動的に巧像と音声の同期をおこ 
なう機能を内蔵しており、正おな同期処理をおこなうことが 
できまず。 

HDMI コント□-ル機能 （屈=27、 40ページ) 

クト部機器を本機で操作したり、外部機器から本機を操作した 
U しまず。 

HDMI 接続している機器が Deep Color や x . v . Color の 
伝を、および A 山 0 Lipsync 機能に対応していないとき 
は> それ6の暖能ははた6きません。 

□着作権が護にごいて 

本機は HDCP ( High-bandwidth Digital Contents Protection ) 
に対応していまず。 HDCP とは、デジクル巧像信号に巧ずる 
著作権保護技術でず。本機と接続ずる機器わ HDCP に対応 
していることが必要でず。 

HDCP じ対応していない機器と接続すると、映像細し 
く化力されません。 


n 巧な厂かか到口 


鹏袖 


抑が 


浦普なお縣 


イ©を©赢お 




巧雨猫 


W かな蔬 


14 









































接続のしかた 


本機は3台までの HDMI 機器からの入力と、1台のテレビへ 
の出力に対応しています。 


モニター 


デジタル 

ビデオ 

レコーダー 


HDMI 

OUT 


ブルーレイ 
ディスク 
プレーヤー 


ゲー ム 




【フ□ントパネル】 


国 


• HDMI ケーブルは 、 HDMI □ゴのついたケープル （ HDMI 認証晶 )） 
をご使巧ください 。 HDMI □ゴのないケープル （ HDMI 非認証品） 
をご使用[こなると、正し<再生できない場合があります。 

•本機と各機器を HDMI ケープルで接続したときは、本機とテレビ 
も HDMI ケープルで接続してください。 

• Deep Color 伝送に対応している機器を接続ずる場合は 、 Deep 
Color 対応のケーブルをご使用ください。 

•ブルーレイディスク / DVD プレーヤーの解像度は、テレビが対応 
している解像度に合わせてください。ブルーレイディスク /DVD 
プレー中一とテレビの解像度が合っていない墙合は、峽像が化力さ 
れません。 

• "HDMI Audio Out " 〔屈=27ぺージ）の設定が " Amp " のときじ 
テレビの電源を切ると、音声が逮切れる攝合があります。 

• HDMI 化力端子か6の音声信号（サンプリング周般数、チャンネル 
数など）は、柜手側の機器が入力できる HDMI 音声の仕様に制限 
されることがあります。 


機巧を接続ずる 


□ DVI-D 端子付をの機器に接続するとを 

HDMI/DVI 変換ケーブル（別売り）をご使用になると、 HDMI 
の巧像信号を DVI 信号に変換して、 DVI-D 端子付きの機器 
じ接続ずることができまず。 

• DVI-D 端子付きの機器と接続する場合、音声は化力されません。 

音声の接続をおこなって< ださい。 

• HDCP じ巧応していない DVI-D 機器には出力できません。 

•機器の組み合わせじよって> 巧像が化力されない場合があります。 

□ HDMI 接続に閲する設定 

あ要に応じて設をしてください。詳しくは各参照ページをご 
覧< ださい。 

HDMI の設定（煩 =27 ぺージ） 

HDMI の乂化力信号に関ずる設ををしまず。 

•才ートリ 、ソプ シンク 
•オーディオアウト 
•HDMI コント□-ル 
•スクンバイソース 
•パワーオフコント□ール 

デジタル音声入力端すなどか6入力された音声信号を、 HDMI 接続 
したテレビか6化力することはできません。 


HDMI 端子のない機器を接続ずる 


モニター （テレビ）を接続す る 


>ご使用になる端すを選んで接続して< ださい。 

>映像の接続じついては、「入力された映像信号を変換して 
HDMI 止!力端子から化力ずる（ビデオコンバージョン機能)」 
(屈=11ページ）をご覧ください。 


HDMI 接綺じついては14ページの 「 HDMI 端すせきの機器を接 
続する」をご覧ください。 


モニター (テレビ）- 

- AUDIO - — WDEO - 


AUDIO 

OUT 


OPTICAL 

OUT 


VIDEO 

IN 


©# 0 馨 


0 


0 



•本機に付属の光伝送ケープルを接続ずるときは、先端の保護キヤ、ソ 
プをはずしてください。 

•光伝送ケープルは、本機のデジタル音声端子の形状に合わせて奥ま 
でしっかりと差し込んでください。 
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HDMI 端子のない機巧を接続ずる 


再生機巧を接続する 


iPod ® 用コント □— J レドック 


iPod 用 




必要に応じて設定してください 


映像ケーブル（黄）をお使いのときは 、" Input Setup " 嗦 "Video 
In " 巧のベージ）を " COMPOSIT " じ設定してください。 


国 


レコーダー を巧続する 


本機と iPod の接続には、 DEMON 製 iPod 用コント□ールド、ソ 
ク （ ASD -11 R 、 ASD -3 N または ASD -3 W 、 別売り）をご 
使用ください。この場合、 iPod 用コント□ールドック側の 
設定もを要でず。詳しくは、 iPod 用コント□ールドックの 
取扱説明書をご覧<ださい。 


デジタルビデオ レコーダー 


•お買い上げ時の設をでは， iPod を VCR ( iPod ) 端子に接続して 
お使いいただけます。 

• iPod 用の人力端子と VCR 巧の入力端子は兼巧です。両方を同時 
じ接続することはできません。 


デジクルビデオレコーダーか6の人力には HDMI 端子をお使い 
<ださい（屈=14ページ 「 HDMI 端子付きの機器をお攝する」)。 


デジタルビデオ 
レコーダー 

— VIDEO - AUDIO 




VIDEO 

IN 

AUDIO 

IN 





ビデオカセットレコーダー(アナ□グ） 

ご使用になる端すを選んで接続して< ださい。 


ビデオカセットレコーダー 

— AUDIO — - VIDEO - 


AUDIO 

OUT 

i)® 


S VIDEO 
OUT 


VIDEO 

OUT 

禱 



> 本機に入力している信号を本機に接続しているレコーダーじ化力し 
て歸画をするときは、入力と出力に同じ種類のケープルをお使いく 
ださい。 

>デジタル入力信号は、アナ□グの REC OUT 端子か6化力されま 
せん。 


必要に応じて設定してください 


映像ケーブル（黄）をお使いのときは 、" Input Setup "吃 "Video 
In " (屈=29ページ） を " COMPOSIT " じ設定してください。 


因 


iPod 用の人力端子と VCR 巧の入力端子は兼用です。両方を同時に 
接続ずることはできません。 
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鹏袖 


抑が 


浦 fy 々お縣 


イ©音©諭お 




巧11^雨な 


W かな蔬 


16 




























































































































































ケーブルテレビを接続する 


ご使用になる端子を違んで接続してください。 


HDMI 接続じついては14ぺージの 「 HDMI 端す付きの機器を接 
続する」をご覧ください。 


ケーブルテレビ 

- VIDEO - 


— AUDIO — 
AUDIO 
OUT 


VIDEO 

OUT 



HDMI 端子のない機巧を接続する 


アンプ内蔵サブウー八一を接続する 


本機に付属のサブウー八一の代わりに、お手持ちのアンプ内 
蔵サブウー八一をお使いじなることができまず。 

サブ^ 

ウ—八- 






四 II 四 II 四 II 四 II 四 II 四 

HHiiHB 


〇 SR 〇 〇 SW 〇 〇 SL 〇 
- SPEAKERS - 


1© 

禱 

’——0 


# 




田 B r wnwiTORrm 1 DVR ritn? BD)[ivD niPfTAiran 

m 傷 i 漏 i .. 胃國 I 


爆觀 


® tS.s 

]—AUDIO — 团一 


CONl 畑 : 


本機に付属のサブウー八一とお手持ちのアンプ内蔵サブウー八一の 
どち6か一つをお使いください。一緒にお使いじなるとオートセツ 
トアツプのときにサブウー八一の測をと解析が正しくおこなわれな 
い攝合がありまず。 


電源コードを接続する 


接続び終わった6 


電源を入れる 


電源入 


を押す。 


※スタンバイ状態のときに、 
□ S □ を押しても、電源が入 
りまず。 

入カソース選択ボタンを押した場合は、 
そのボタンの入カソースになりまず。 

映画 音ま ゲーム 


曲虫 音ま ヴーム、 

ロ ロ ロ^ □ 


レコーター BD/DVD TV 


〇 


〇 〇 0. 

5 6巧を'' 

り6巧0 

5 ミこ一 -"? MUIIiQ T<7 - 

〇 〇 〇 


また 、 S S □ を押した場合は、クイックセレクト機 
能に記憶させた入カソースじなりまず（屈=41ページ「よ 
く使うモードの設走を記憶させる（クイックセレクト機 
能)」）。 


電源を切る 


電源切 


を巧す。 

電源がスクンバイ状態になりまず。 


».• 目 •* 于一。 


電源をスタンパイ状態じしても、一部の回路は通電しています。長 
期間の外おやご旅行の場合は、電源プラグをコンセントか6掠いて 
ください。 


ずべての接続が終わってから、電源コードを接続してくださ 
い。 


W 


電源コード 


家庭巧の 

電源コンセントへ 
( AC 100 V 、 日0/目 0 H 之） 
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電源プラグは確実に差し込んでください。不完全な接続は、雑音発 
生の原因じなります。 
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□設定メニュー 


MENU 


設定のしかた 


本機ではを種設定をテレビ画面に表示されるメニューでおこないまず。あらかじめ本機の映像化力端す （MONITOR OUT ) をテレビに接続してください。 


□操作手順 


る- を押す。 

設をメこユー画面を表示しまず。 




2 


AV で項目 
を選び、 

お)を巧す。 




3 


A ▽で項目を 
選び、（^2)を 
巧す。 




4 


AV で項目を選び、@で設定をお定する。 


〇 


※前の設を I 頁目に戻る場合は，^を押してください。 

《 "Default Yes ” を選んだ後にらを押ずと，お買い上 
げ時の設をになりまず。 


〇 


C 〇を 
〇 巧す。 

メニュー表示がミ肖 
スます。 


i 

‘[ ENT ] : Se 

I e C t , 



-度だじ 

卜設定すればよい頃目 

お買い上げ時などに設をしてください。 

一度設走していただくと、接続ずるスピー 
力一やスピーカーの配置を変更しない限り 
設定の'必要がありません。 



設定項目 

を号 

詳細項目 

内容 

参照ぺージ 

1 .P 百 r 百 meter 

音声のパラメーターを 
調節しまず。 

1-1 

Surround P 曰 r 百 mster 

音場効まを調節します。 

35 

1-2 

Tone Control 

トーンを調節します。 

36 

1-3 

Audyssey Settings 

MultEQ、Dynamic EQ および Dynamic Volume を設走:します。 

37 

1-4 

RESTORER 

圧縮音声を圧縮前の状態に復元し、低域の量感を補正して豊かに再 
生しまず。 

38 

1-5 

Audio Delay 

峽像と音声の再生タイミングのずれを補正します。 

38 

2. Inrormation 

本機の設を状態や入力 
信号の情報などを表示 
しまず。 

2-1 

Status 

現在の設定状態を表示します。 

39 

2-2 

Audio Input Signal 

音声入力信号の情報を表示します。 

39 

2-3 

HDMI Information 

HDMI の入出力信号やテレビの情報を表示します。 

39 

2-4 

Auto Surround Mode 

オートサラウンドモードに記憶している内容を表示します。 

39 

2-5 

Quick Select 

クイックセレクト機能で記憶している内容を表示します。 

39 

3. Auto Setup 

スピーカーの最適な設 
定をおこない、部屋の 
音響特性を補正しまず。 

3-1 

Audyssey Auto Setup 

ご使用になるスピーカーに最適な設をを自動的におこないます。 

21 

3-2 

P 曰 r 曰 meter Check 

オートセットアップの測定結果を確認します。 

この項目は、オートセットアップ実行後に表示します。 

24 

4. Manual Setup 

各種の詳細設定をしま 
す。 

4-1 

Speaker Setup 

スピーカーの大きさや距離、チャンネルレペルなどを設定しまず。 

25 

4-2 

HDMI Setup 

HDMI の峡像/音声出力に関ずる設ををします。 

27 

4-3 

Audio Setup 

音声の再生に関する設定をします。 

28 

4-4 

Option Setup 

その他の設定をします。 

28 

5. Input Setup 

入カソースの再生に関 
する設定をしまず。 

呂 -1 

Video In 

VCR の人力に使う唤像端子を変更します。 

29 

呂 -2 

Input Mode 

音声の入カモードとデコードモードを設ちします。 

30 

呂 -3 

Source Level 

音声入力の再生レベルを補正します。 

30 

呂 -4 

iPod Playback Mode 

iPod の再生に関ずる設ををします。 

30 




□ メニユーに表示される操作ボタンガイドにごいて 

• [ENT] は ( mm ) ボタンをあ6わしまず。 

• [RTN] は9ボタンをあ6わします。 
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現ち選択中の設をメこユーを表示します。 

設定:したい項目に移動するときは、 AVO を押します。 

設走:を蛮要できる項目には、項目をの両端にを表 
示しまず。づ|>でお好みの設をに変更できます。 

ろ 5) を押して確をしまず。 


□ 設定を愛ちするとをの表示 


H 11- 21. Tone 

Tone Control 


Treble 


[RTN し ： Back 


テレビ画面とディスプレイの表示について 


テレビ画面とディスプレイの表示について代表的な例を説 S 月しまず。 


テレビ画面 


ディスプレイ 


説明 


□ トップメニューのま示 


e 


I nformat I on 
Auto Setup 
Manual Setup 
^1 nput Setup . 




TENT] Se I ec t 


0 


の 


O 


O : メこユー項目を表示します。 

©: 選択中の巧を示します。 

ディスプレイには選択中の項目を表示します。 
設定したい項目に移動するときは、厶▽を押します。 
0;選択中の設定メこューの番号を表示しまず。 


□初期化ずるとをの表示 



[ENT] : Se I ec t [RTN] : Back 


O 




日… u け；お I ^ 


O ： 選択中の設をメニューの番号を表示します。 

©: ▽を押して " Default " を還化@を巧して確定しまず。 


〇 〇 〇 〇 

〇呵 


巧 


巧な n みか到 n 


巧說 


逊 W 


涵理々お賊 


イ9を©赢强 


巧 P 伽さ狂？が迎。な S 
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ご巧用になるスピーカーに最適な設定を自動的におこなう（オートセットアップ） 


接続されたスピーカーやリスニングルーム①音響特性を測定し、最適な設定を自動的におこないます。 


□ 才ートセットアップのなびれ 


ステップ1:付属のセットアップマイクを 

接続する （屈=21ぺージ） 


ステップ2:才ートセットアップの準備 

你21ぺージ） 

必要なときのみおこなって< ださい。 

□ 測定ずるスピーカー構巧を記をずる （SP Assign ) 


ステップ 3 :才ートセットアップをおこな 5 

(屈=22ページ） 

□ スピーカーの植巧を巧出ずる 

リスニングルームの騒音、スピーカー接続の有無およびス 
ピーカーの極性を自動的に检化します。 

□ スピーカーの 測ををす る 

ここでは，じ(下の測定をおこないます。 

①スピーカーの大きさ 

③リスニングポジションか6スピーカーまでの距離 

③ スピーカーか6出力される音量 

④ スピーカーのク□スオーバー周波数 

□ スピーカーの測を結まを巧話ずる 

ここでは，じ(下の測を結果を巧認ずることびできます。 

① スピーカー接続の有無や大きさ 

② リスニングポジションか6スピーカーまでの距離 

③ スピーカーか6出力される音量 

④ スピーカーのク□スオーバー周波数 

□ スピーカーの測ま結まをななする 

才ートセットアップをに測ち結まや 
イコライザーの種類を巧認する（恆 =24 ぺジ） 

ここでは> じ(下の測を結まを確認することができます。 

① スピーカーの大きさ 

② リスニングポジションか6スピーカーまでの距離 
感 スピーカーか6出力される音量 
④スピーカーのク□スオーバー周液数 
⑥イコライザーの種類 


知つておいてほしいこと 


本機の才ートセットアップ機能である Audyssey MultEQ ® 
は、リスニングルームの音響特性の測定、解析および設定を 
自動的におこない、最適なホームシアターオーディオ環境を 
提供します。 

•才ートセ、ソトアップをおこなうと MultEQ / DynamicEQ / 
Dynamic Volume の機肯目(囑つ7ぺージ)が有劾になりまず。 
•オートセットアップは、付属のセットアップマイク 
( DM - A 409) を使用しておこないまず。 

•測定は、【例①】じ示ずようにリスニングエリア全体の複数 
の位置にイ寸属のセ、ソトアップマイクを設置しておこないま 
ず。最善の結果を得るには、図のように6ポジションで測 
定ずることをおずずめしまず。 

リスニング環境が【例③】に示ずように驶い場合でも、リ 
スニングエリア全体の複数の位置で測定ずると、より精度 
が高い設定ができまず。 

□ サラウンドバックスピーカーをご使用になるとき 

【例①】 【例③】 




FL 

SW 

C 

FR 

SR 

SBR 

SBL 

SL 


フ□ント左スピーカー 
サブウー八一 
センタースピーカー 
フ□ントちスピーカー 
サラウンドちスピーカー 
サラウンドバックちスピーカー 
サラウンドバック左スピーカー 
サラウンド左スピーカー 


メイン y スニングポジション （* M ) について 

メインリスニングポジションとは、最もリスナーが座る位 
置、または一人で視聴ずるときじ座る位置をいいまず。 
Audyssey MultEQ は、この位置からの測定値を用いて、 
スピーカー距離、レベル、極性およびサブウー八一の最適 
なク□スオーバー周玻数を計算します。 


>測を中(こ大きなテスト I -ーンを化力しますが、これは正常な動作で 
す。室内の騒音が大きいとさ6じテストトーンの音量が大きくなり 
ます。 

>測を中は、スピーカーとセットアップマイクの間に立ったり、障害 
物を置いたりしないでください。正しい測定ができなくなります。 

>できるだけ部屋を静かにしてください。騒音は測定の巧げとなりま 
す。窓を閉め、テレビ、ラジオ、エアコン、を光ななどの電化製品 
をオフじしてください。測走はこれ6の騒音の影響を受けることが 
あります。 

測走中、携帯電話はリスニングルームとは別の場所に置いてくださ 
し''。携帯電話の電波が測走:を巧害する原因になることがあります。 


c * 巧な n みか到口 


前說 


孤が 


浦普々お縣 


イ9を©赢お 




巧11^庸な 


W 巧な蔬 
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ごほ用になるスピーカーに最適な設定を自動的におこなラ（オートセットアップ ) 


ステップ！：付属のセットアップマイクを接続する 


ステップ2:才ートセットアップの準備 


•セットアップマイクは、オートセットアップが完了ずるま 
で絕巧におかないでください。 

•へ、ソドホンをご使用の場合は、オートセットアップをおこ 
なう前に、へ、ソドホンのプラグを抜いてください。 

7 スピーカーの接続を確認する。 

(屈=12ページ「スピーカーを接続ずる」） 


2 


テレビやサブウー八一の電源を入れる。 

テレビの入力を本機の入力に設走しまず。 


3 


本機の電源を入れる。 

(屈=17ページ「電源を入れる」） 


A セットアップマイクを本体の SETUP M に端すじ 
4接続する。 

テレビ画面にオートセツトアップ画面を表示しまず。 


5 



セットアップマイクを云脚またはスタンドじ取り 
付けて、メインリスニングポジションに設置する。 

(屈=20ページ「メインリスニングポジション （《 M ) 
じついて」） 

セツトアップマイクの受音部をリスニング時のちの高 
さにあわせてください。 


gK 説 

•セットアツ； 


J プマイクを手で持ちなが6オートセットアップをおこな 
わないでください。 

•セットアップマイクを座席の背わたれや壁の近くに置くと、音の反 
響で正しい測定ができない場合があります。 

付属サブウー八一 ( DSW - S 50 0) なかのサブウー 

^^ 

オートセットアップをはじめる前に、 W 下の設ををおこなつ 
てください。 

□ ダイレクトモード機能びあるヴプウー八一の場合 

ダイレクトモード機能を"オン"にして、音量とク□スオー 
バー周汲数の設ををおタカに して < ださい。 

□ ダイレクトモード機能びないヴブウ ー/ V - の場合 

次のように設をしてください。 


>ち量の設走 

•ク□スオーバー周汲数の設走 
•□ーパスフイルクーの設走 
•スクンバイモードの設を 


"12 時"の位置 
"最大/最高周波数" 
"オフ" 

"オブ’ 


必要に応じて、以下の項目を設定してからおこなってください。 

測定するスピーカー構成を設定する 
(SP Assign ) 

AV アンプ （ AVC - S 500 HD ) じ接続しているスピーカーの 
構巧を選びます。 

•オートセ、ソトアップは各チャンネルのスピーカー接続の有 
巧にかかわらず、ずべてのスピーカー化力の測定をおこな 
いまず。オートセットアップの前にスピーカー構成を違ぶ 
と、使用しないスピーカーの設定動作をおこないません。 
その分オートセットアップ時聞の短縮じなりまず。 

•2.1 ch / 5.1 ch / 7.1 ch じ(外のスピーカー接続のときは、接 
続ずるスピーカー本数よりもをい本数のモードを違んでく 
ださい。 

•違ぶモードが分からないときは、 "7.1 ch " を違んでください。 


A ▽を押して "SP Assign " 
を選ぶ。 


クづ1>を押してスピーカーアサ 
^インモードを選ぶ。 



3-1.Audyssey Auto Setup 
MuI t EO 




start 

Cancel 

，に NT] : Se I ec t [RTN] : Bac k 


u モコンの操作ボタン 


メ ニ ュ- . メこユーを表示する / X の。 

〇 • メこューを解除する 一が 


y : 力ーソルを移動する（上/下/左/ち） 


女を'): 


設定を確定する 


〇 : 
おる 


:ひとつ前のメニューじ戻る 
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巧巧 n なか到 n 


巧說 


抑が 


浦普々お賊 


イ©を©赢遵 


巧 P 伽さ狂？が迎。巧 S 




W 巧な疏 


















































すべてのスピーカー 
①検出がおわり、ち 
①画面が表示された 
ら、スピーカー接続 
①有おの結まを確認 
する。 


ク結まをお認したら、 A ▽を押して " Next " を選び、 
W @)を巧す。 

※スピーカーの横化結果が接続しているスピーカーと異な 
る場合は、スピーカーの接続をお認してください。 


S t e P 2 : Measur erne n t 


Mu I t EQ 




A ちの画面が表示され 
1 たらセットアップマ 
イクを2箇所目のリ 
スニングポジション 
じ移動し、 A ▽を 
巧して " Next " を 
選び、タタを押す。 

2箇所目のリスニングポジションの測走をはじめまず。 


IJE1HI 

Calc I 
Ca 

[ENT] : Next 


u I a t e 
Cancel 


•オート セ、ソ トアップでは、スピーカーの接続の有無や大き 
さ、チャンネルレベル、距離、ク□スオーバー周波数を自 
動的に計算しまず。また、リスニングエリア内の音響歪み 
を補正しまず。 

•測ををはじめると、各スピーカーからテストトーンを化力 
しまず。 

•オートセツトアップをはじめる前じ、ずべてのスピーカー 
を設置し接続して < ださい。 


A ▽を巧して 
" S ねけ"を選び、 

( g ) を巧す。 

スピーカー構成のお化 
をはじめまず。 



CZ 手順4をくり返して、3〜6箇所目のリスニング 
^ ポジションを測定する。 

6箇所目の測をが完了ずると 、" All the measurements 
were finished . (ずべての設定が完了しました）"を表 
7]^ しまず。 

※リスニン グポジションは最大6箇所まで測走が可能でず。 
1箇所でもオートセットアツプは測を可能でずが、より 
をい結果を得るためじは、複数箇所の測ををおずずめし 
まず。 


K 測定が終了したら、 
W A ▽を巧して 
" Calculate " を選 

び、©を巧す。 

スピーカーの 解析を お 
こないまず。 

《解析には数分園かかり 
まず。解析時聞は、接 
続されたスピーカーの 
数と測走箇所数に依存 
しまず。接続ずるスピー 
カーの数と測走ポジ 
シヨンがをくなるほど、 
解析に要ずる時圍は長 
<なりまず。 



ごほ用になるスピーカーに最適な設定を自動的におこな3 (オートセ 


2.1 ch :お買い上げ時の設走でず。 

使用ずるスピーカー： 


b □ントち/ちスピーカー II ヴブウ ー A - I 
•2.1 チヤンネル ホームシアター システム DHT - 
S 500 HD / DHT - E 6000 HD のみをお使いのと 
きに設走してください。 

S.lch :使用ずるスピーカー： 

1フ13ジト由/ちスピーカー II 七ジタースピーカー~1 
f ヴブウ ー A - 1 [サラウンドち/ちスピーカー1 

7.1 ch :使用ずるスピーカー： 

り□ントち/ちスピーカー j [ セジタースピーカ ー J 
f ヴブウ ー A - 1 !サラウンドち/ちスピーカー'] 

I サラウンドバックち/ち スピーカー I 

•サラウンドバックスピーカーの巧生にはパワー 
アンプ（別売）とスピーカー（別売）が'必要です。 
詳しくは13ページの「7.1チャンネル接続の 
しかた」をご覧ください。 

□設定を中止するとを 

A ▽を押して " Cancel " を還化<1 !>を押して " Yes " を還ぶ。 


トアップ) 


ステップ3:才ートセツトアップをおこなラ 
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U モコンの操作ボタン 


メ ニ ュ- . メこユーを表示する / X の。 

〇 メこューを解除する 一の" 


y : 力ーソルを移動する（上/下/左/ち） 


女を'): 


設定を確定する 


〇 . 


おる 


:ひとつ前のメニューじ戻る 



n 巧巧 n 々か到 n 


前說 


抑が 


浦 fy なお縣 


イ9廷9赢お 




巧11^雨猫 


W かな疏 









































































ごほ用になるスピーカーに最適な設定を自動的におこなラ（才ートセットアップ) 


AV を押して確認 
したい項目を選び、 

(0 を巧す。 

測を結果のお認画面を 
し永9 〇 



Distance Check 
Channel Level Check 
Crossover Freq. Check 
Next 

に NT] : Select 


Speaker Config. Check 
Distance Check 
Channel Level Check 
Crossover Freq. Check 


スピーカー 構成の確認 
距離のお認 

をスピーカーの音量のお認 

をスピーカーのク□スオーバー周 
汲数のお認 


《サブウー八一などでは、ま隐の距離と異なる値に設走さ 
れる場合がありまず。 


8 


2 を押す。 

測定結果のお認画面に戻りまずの 
で、手順7を < リ返しおこなって 
ください。 


※お認しなくてもよいときは、手順9じ 
進んでください。 


9 


AV を巧して " Next " を選び、 
を巧す。 


U U U U 
,.11 1111 



10 



BBIBS 

Cancel 


、 [ENT] ： S t 0 r e 


み 


A ▽を押して " Store " を選び、©を押す。 

保存中は "Storin 夏 _ 

Please wait ... を表 

TJv しま9。 

保存が終了ずると、 

"Storin 夏 complete . 

Auto Setup is now 
finished . (保をが完了 
しました。オートセッ 
トアップを終了しま 
ず)"を表示しまず。 

※測定結果を保存しな 
いときは、 A ▽で 
" Cancel " を選び、づ 
杉で " YES " を選んで 
ください。ずべての測 
定結果を消去しまず。 

測定結果の保存中は、絶巧に電源を切らないで< 

•マ rmw ださぃ。 

' I ' l 画面の中央に " Exit " が表示されたら怒)を押す。 

《これでオートセ、ソトアップは完了でず。本機からセット 
アップマイクを抜いてください。 





オートセットアップをおこなった後に、スピーカーの接続やサブウー 
八一の音量を変更しないでください。わし変更した場合には、再び 
オートセットアップをおこなってください。 


內 


•接続している状態と異なる結果が化た場合や、エラーメッセージが 
表示された場合は、「エラーメッセージについて」〔囑=24ページ) 

をご覧じなり、厶▽で "Retry (再実行)"を選んだ後に辟を）を押 
して、再びオートセットアップをおこなってください。 

•再測定後の結果ち、接続している状態と異なる結果が化た場合や、 
再度エラーメ 、ソ セージが表示された場合は、接続を間違えている巧 
能性がありまずので、必ず本機の電源を切り、スピーカーの接続を 
確かめ、最初か6測定をやり直してください。 

•スピーカーの位置や向きを変えた場合は、最適なイコライザー補正 
を得るために、再びオートセットアップをおこなってください。 


U モコンの 操作 ボタン 


メ ニ ュ- . メこユーを表示する / X の。 

〇 メこューを解除する 一の" 


y : 力ーソルを移動する（上/下/左/ち） 


女を'): 


設定を確定する 


〇 . 


戻る 


:ひとつ前のメニューじ戻る 
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巧な n 々か到口 


巧說 


孤が 


浦普々お雜 


イ Q 音©赢遵 


巧 P 伽さな？が迎。巧 S 




W 巧な疏 
















































I スピーカーの接続を確認する際には、必ず電源を切ってからおこなってください。 


エラーメッセー ジ{例） 


|ta U t I 。 n I 

I M u I t E 0 


Retry 

Cancel 


JENT] ： R e t r y 


[Caution '] 

I Mu I t EQI 


Retry 

Cancel 


、 [ENT] : Retry. 


C a u t i on 


Mu I t EQ 




Retry 

Cancel 

Skip 

[▲▼] : Up/Down [i ►] : CH 


C a u t ion 


Mu I t EQ 




Retry 

Cancel 

Skip 

: Up/Down [ い ]: CH 


エラー内容 


> 付属のセツトアップマイクが接続されていませ 
ん。 

>すべての スピーカーが 模化されません。 

►フ□ント左スピーカーが正しく検出されません。 


>部屋の攝音が大きいため、正しく測定できません。 


>スピーカーやサブウー八一の音量がルさいため、 
正しく測定できません。 

>表示されたスピーカーが検出されませんでした。 

-フ□ントち スピーカーが 正しくお化されません。 

-サラウンド スピーカーの 片方の チャン ネルし か 
検化されていません。 

-サラウンドバックスピーカーを1台のみ接続し 
ている場合に、ちチャンネルか6検化されまし 
た。 

-サラウンドパックスピーカーが挨化されました 
が、サラウンドスピーカーがお化されません。 

>表示されたスピーカーの極性が、逆に接続されて 
いまず。 


処理 


•付属のセットアップマイクを本体の SETUP 
M に端子に接続してください。 

•スピーカーの接続を確認してくださし、。 


•疆音を発生する機器の電源を切るか、遠ざけて 
ください。 

•周囲がより静かなときじ再度おこなってくださ 
い。 

•スピーカーの設置や向きを確認してください。 
•サブウー八一の音量を調節してください。 

• 表示されたスピーカーの接続を確認してください。 


•表示されたスピーカーの極性を確認してください。 
•スピーカーじよっては、正しく接続してもこの 
エラーメッセージが表示される場合がありま 
す。接続が正しいときには、厶▽を巧して" Skip " 
を運び > 咕定）を押してください。 


□再び才ートセットアップをおこなうとを 

A ▽を押して -Retry (再実行)"を還び> (^^)を押す。 

□測定を中止するとを 

A ▽を押して "Cancel (中止)"を選び，< [> を押して " Yes " を還ぶ。 


こ①メニュー項目は、才ートセツトアップ後に表示します。 


A ▽を巧して 
"Parameter 
Check " を選び、 
© を押す。 

"Parameter Check " 

メニューを表示しま 
ず。 


3-2. Parameter Check 


Distance Chenck 
Channel Level Check 
Crossover Freq.Check 
EQ Check 

Restore 

[ENT] : Se I ect _[RTN] : Back 



2 A ▽を巧して確認したい項目を選び、 @ を巧す。 
Speaker Config. Check - スピーカー構成の確誌 

Distance Check -距離の確誌 

Channel Level Check - 各スピーカーの音量の確認 

Crossover Freq. Check -各スヒ_力_のク□スオ_バ_ 

周波数の確認 


EQ Check 


:イコライザーの確調 


3づ1>を巧して各スピーカーの表示を切り替える。 


4 


〇を押す。 

お認画面に戻りまずので、手順2、3をくり返しおこなつ 
て < ださい。 


因 

オートセットアップ後に各設をを変ちしてち ， "Restore (再保を)"を還 
び ( g ) を押すと，オートセットアップの設を値に戻すことができます。 
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U モコンの操作ボタン 


メ ニ ュ- . メこユーを表示する / X の。 

〇 メこューを解除する 一の" 


y : 力ーソルを移動する（上/下/左/ち） 


女を') 


設定を確定する 


〇 : 
おる 


:ひとつ前のメニューじ戻る 


n 巧な厂かか到。 


前說 


抑が 


浦 fy かお縣 


イ9を9赢遵 


巧爾9巧？^:細^巧6 


巧11^庸な 


W 巧な蔬 





















































同 


詳細な設定をずる (Manual Setup ) 


オートセットアップの設定内容を変更する場さや、音声、峽像、表示などの設定を変更する 
場合に設定します。 

• 才ートセットアップをおこなったあとじスピーカーの設定を変えると、 MultEQ / 
Dynamic EQ/Dynamic Volume を選巧できなくなります（を37ぺージ）。 

• 設定を変更しなくてもお使いいただけます。必要に応じて設定してください。 

• "メニュ ー- 覧"と"操作き順"は、18ぺージをご覧ください。 



□ メ ニユー 画面の表巧例 


SpeaKer setup 


HDMI Setup 


'4- 

1 . 

Speak 

e r 

Setup 、 

1 . 

S P 

e a k e r 

C 0 n f i g. 

2. 

Ba 

s s S e 

t t 

n g 

3. 

D i 

s t a n c 

e 


4. 

Ch 

a n n e 1 

L 

ミ V e 1 

5. 

Cr 

0 S S 0 V 

e r 

F r e q. 

[ENT] 

: S e 1 e 

c t 

[RTN] : Back 



Audio 

Setup 

4- 

3. 

Audio 

Setup 、 

1 . 

Au 

to S u 

rround Mode 

2. 

B i 

1 i n g u 

a 1 

Mode 

、 [ent] 

: S e 1 e 

c t 

[RTN] : Back 


’ 4-2. 

HDMI 

Setup 

’ 

Auto 

Lips 

y n c 

ON 

HDMI 

Audi 

0 Out 

Amp 

HDMI 

C 0 n t 

r 0 1 : 

OFF 



[RTN] 

: B a c k , 


Option Setup 


4—5.Option Setup 

1.V 0 Iume Control 
2.On-Screen Display 
3. Setup Lock 


、 [ENT] : Se I ec t [RTN] : Bac し 


u モコンの操作ボタン 


メニュ -. メこユーを表示する 

O ' メニューを锅除する 


6 9:力ーソルを移動ずる 

CD 


回 


スピーカーの設定をする （Speaker Setup ) 

お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。 


スピーカーを手動で設定する場合や才ートセットアツブで設定された内容を変更するときに 
おこなってください。 


設定項目 


設定巧客 


Speaker Confi 邑 . Front :フ□ントスピーカーの大きさを設をしまず。 

スピーカーの有り.無しや •Lar 邑 e :低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使巧します。 

Small :低音域の再生能力が十分でないル型スピーカーを使用しまず。 


低音域再生能力じよるス 
ピーカーの 大きさの分類を 
選びまず。 


"Lar 另 e " と " Small " の選 
択は、スピーカーの外形で 
半 IJ 断せずに、低音域の再生 
能力で半リ断してください。 


み " Subwoofer の設定:が " No " の場含は、 " Front " の設定:は自動的 
-に " Large " に切り替わります。_ 

Center :センタースピーカーの有無/大きさを設をしまず。 

•Large ： 低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使巧します。 

• Small :ほ音域の再生能力が十分でないル型スピーカーを使用しまず。 

• None :センタースピーカーを使用しません。 

夕 •" Front " の設走:が " Small " の場台、 " Large " は表示しません。 

• " Center " を " La 巧 e " じ設定しても、 " Front " を " Small " じ設 
__定ずると、" Center " の設定:は自動的に " Small " じ切り替わります。 

Subwoofer :サブウー八一の有無を設定:します。 

• Yes :サブウー八一を使巧します。 

• No :サブウー八一を使巧しません。 


^ " Front " の設走:が " Small " の場合は、 
的に " Yes " じ切り替わります。 


Subwoofer " の設定は自動 


Surround :サラウンドスピーカーの有無/大きさを設ちしまず。 
•Large ： 低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使巧しまず。 

• Small :低音域の再生能力が十分でないル型スピーカーを使用しまず。 

• None :サラウンドスピーカーを使巧しません。 

^ " Front " の設定が " Small " の場合は、 " Large " を表示しません。 


(上/下/左/ち） 


女を'): 


設定を確定する 


〇 . 


おる 


:ひとつ前のメニューじ戻る 
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詳細な設定をずる (Manual Setup) 


設定項目 


設定巧客 


Speaker Conrig. 

(つづき） 


gSlS 就 

"Lar 呂 e " と " Small " の選 
択は、スピーカーの外形で 
判断せずに、低音域の再生 
能力で判断してください。 


S.Back ( プリアウト）： サラウンドバックスピーカーの有無/大きさ 
/本数を設ちしまず。 

•Large ： 低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使巧しまず。 

• Small :低音域の再生能力が十分でないル型スピーカーを使用しまず。 

• None :サラウンドバックスピーカーを使巧しません。 

• 2ch :サラウンドバックスピーカーを2本使用します。 

•Ich :サラウンドバックスピーカーを1本のみ使巧します。この設定 
を選んだときには、サラウンドバックスピーカーを左 （ L ) チャンネル 
じ接続してください。 

夕 • " Surround " の設定:が " Small " の塌合は、 Targe " を表示しません。 
• " S . Back " を " Large " じ設をしても、 " Surround " を " Small " 
じ設定すると、 " S . Back " の設をは自動的に " Small " じ切り替わ 
U まず。 

サラウンドパックスピーカーを設定していても、再生ずるソースじよつ 
ては、サラウンドバックスピーカーから音声が化力されない場台があり 


ます。この場合は "Surround Back " 
じ設定してください。 


(屈=36ぺージ）を " OFF " W か 


Bass Setting 

サブウー八一や LFE 信号の 
低音域再生に関ずる設をを 
します。 

"Speaker Config ." 〇 
" Subwoofer " の設定 
(原=25ぺージ)が" Yes " 
のときに表示しまず。 


SW Mode ： サブウー八一で再生する低音域信号を設定します。 

• LFE :サブウーハー用の信号に、スピーカーの大きさが " Small " じ設 
定されているチャンネルの低音域信号を力□えて化力します。 

• LFE+Main :サプウーハー巧の信号に、すべてのチャンネルの低音域 
信号を加えて化力します。 

^ •音楽ソースや映画ソースを再生して、量感のある低音域が得6れる 
モードを選んでください。 

•常にサブウー八一か6低音域を化力したい場合は、 " LFE + Main " 

__じ設定してください。_ 

LPF for LFE : LFE 信号の再生帯域を設定しまず。 

•80Hz/90Hz/ 100 Hz/ 1 lOHz / 1gOHz / 1 百 OHz / 
200Hz /2 呂 OHz 
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u モコンの操作ボタン 


メ ニ ュ- . メこユーを表示する / X の。 

〇 • メこューを解除する 一が 


け：力ーソルを移動する 


W 巧 n 巧か到 n 


前說 


抑が 


浦 fy なお縣 


イ9を9赢お 






W 々な蔬 


設定頂目 設定内容 

Distance Step :距離の最ル巧変幅を設定:しまず。 

リスこングポジションか6 •O.lm/O.Olm 

スピ-力-までの距離を設 Front L (フ□ント左）/ Front R (フ□ントち）/ Center (センター)/ 
をします。 Subwoofer (サプウー八一）/ Surround L (サラウンド左）/ Surround 

あ6かじめリスこングポジ R (サラウンドち/ S.Back L (サラウンドバック左）/ S.Back R けラウ 
ションから各スピーカーまンドバックち）：スピーカーを選びます。 

での距離を測をしておいて* " S . Back " (屈=2目ページ）の設定が "1 ch " のときはス.巨 ack " を 
ください。 表示しまず。 

• 0.0m 〜 18.0m :距離を設走:します。 

み 

• "SP Assign " (屈=21ぺージ）および -Speaker Config ." の設定に 
より、選択できるスピーカーが異なりまず。 

•お買い上げ時の設を： 

フ□ント/センター/サプウー八一: 3.目メートル 
サラウンド/サラウンドパック： 3.0 メートル 

俗就 

各スピーカーに設定した距離の差は、 6.0 メートル政下になるように 
設定してください。不適切な距離に設定:すると、画面に "Relocate 
Speaker (設置をやり直してください)"を表示しまず。__ 

Default :設定された内容を初期値に戻します。 

•Yes ： 設をを初期値に戻します。 

•No :設をを初期値に戻しません。 


(上/下/左/ち） （確を)：設をを巧をする 


9 る :ひとつ前のメニュ-じ戻る 

































詳細な設定をする (Manual Setup ) 


設定項目 


設定巧客 


Channel Level 

各スピーカーから化力され 
るテストトーンの音量が同 
じになるように設定しまず。 


Test Tone Start :テスト I —ンを化力します。 

Front L 〔フ□ント左）/ Front R 〔フ□ントち）/ Center (セン 
夕一）/ Subwoofer (サブウー八一）/ Surround L (サラウンド左）/ 
Surround R (サラウンドち/ S . BackL (サラウンドパック左）/ S . 日 ack 

R (サラウンドバックち）： スピーカーを 選びます。 

* ス.目 ack " 〔屈=2目ぺージ）の設走:が " Ich " のときは " S . 目 ack " 
を表示します。 

• -12.0 dB 〜+12.0 dB ( O . Od 己 ）：音量を調節しまず。 

み 

• "Channel Level " を調節すると、調節された値をすべてのサラウ 
ンドモードに対して設ちします。サラウンドモードごとにチャンネ 
ルレペルを調節したい場合は、「各スピーカーの音量を調節する」 
(囑=41ページ）をご覧<ださい。 

• "Speaker Confi 呂の設走:（屈=25ぺージ）で、 " None " または " No " 
に設定されているスピーカーは表示しません。 

•サブウー八一の音量が "-12 d 巨"のときじく!を押ずと、 "Channel 
Level " の設定:は " OFF " じなりまず。 

•ミューティング中にテストトーンの化力を開始した場合は、ミュー 
__ティングを解除します。_ 

Default :設定された内容を初期値に戻します。 

Yes ： 設定を初期値に戻しまず。 

No ： 設定を初期値に戻しません。 

Crossover :各チャンネルからサブウー八一(こ化力ずる低音域信号の 
上限の周波数を設定します。 

• 40 Hz / 白 OHz / 80 Hz / 90 Hz / 1 OOHz / 11 OHz / 1 20 Hz / 
150 Hz / 200 Hz / 2 呂 OHz 

• Advanced :スピーカーごとにク□スオーバー周波数を設をしまず。 
す。ク□スオーバー周波数 Front / Center / Surround / S.Back :スピーカーを選びまず。 

40 Hz /白 OHz / 80 Hz / 90 Hz /1 OOHz /11 OHz / 1 20 Hz / 

1 百 OHz / 200 Hz / 2 呂 OHz : ク□スオーバー周液数を設ちします。 


Crossover 

Frequency 

各チヤンネルからサブウー 
八一に化力ずる低音域信号 
の上限の周波数を設定しま 


は、スピーカーの低音域の 
再生能力に合わせて設定し 
て < ださい。 

"Speaker Confi 夏." 〇 
" Subwoofer " の設定 
(頓=25ぺージ)が" Yes " 
または " Small " のとき 
じ設定できます。 


ク •" Small " に設定されているスピーカーか6は、ク□スオーバー周 
波数じ(下の音声をカットして化力します。カットした低音域は、サ 
ブウー八一またはフ□ントスピーカーか6化力しまず。 

•"日 ass Setting " (原2目ぺージ）の設定じより、 " Advanced " 
のときじ設をできるスピーカーが異なります。 

- " LFE " の場合は 、 "Speaker Confi 穿"で " Small " じ設をされ 
ているスピーカーの設定ができます。 

- " LFE + Main " の場合は、スピーカーの大きさに関係なく設をが 
できます。 




HDMI の設定をする （HDI\/n Setup) 

お買い上げ時の設定は、下線がはいている項目です。 


HDMI の映像や音声出力に関する設定をします。 


設定項目 


設定内客 


Auto Lip Sync 

化力する音声と映像の時間の 
ずれを自動的じ補正しまず。 


ON :補正します。 
OFF : 補正しません。 


HDMI Audio Out 

HDMI の音声の化力先を設 
をしまず。 


Amp :本機に接続されたスピーカーで再生します。 

TV :本機に接続されたテレビのスピーカーで再生します。 

供就 

HDMI コント□-ル機能が動作しているときは、 

ピの音声設定を優先します。 


本機に接統されたテレ 


HDMI Control 

外部機器を本機で操作した 
り、外部機器から本機を操 
作したりします。 




HDMI コント□-ル機能は、 
HDMI コント□-ル磯能対応 
のテレビが動作の制御をおこ 
なし、ます。 HDMI コント □- 
ルをおこなうときは、必ずテ 
レビを接続してください。 

Standby Source 

スタンバイ時に HDMI 信号 
を入力する HDMI 端子を設 
をしまず。 

"HDMI Control " の設 
走が " ON " のときに設 
定できまず。 


ON : HDMI コント□ール機能を使用します。 

OFF : HDMI コント□-ル機能を使巧しません。 

夕 •接続された機器の設定方法は、各機器の取扱説明書をご覧<ださい。 
• HDMI コント□-ル機能については、「本機で HDMI 対応機器をコ 
ント□-ルする （ HDMI コント□-ル機能）」（囑=40ページ）を 
ご覧ください。 

供就 

•本設定を "ON" じ設定しているときは、スタンバイ時の待機電力をる 
<消費します。 

•長期間本機を使巧しない場合は、電源コードをコンセントか6抜いて 
ください。 

• "HDMI Control " の設走:を蛮要した攝合には、必ず接続している機器 
の電源を入れ直してください。 

L 曰 St :電源がオンのときに、最後に使用していた入カソースのままスタ 
ンパイします。 

DVR / BD / FRONT (フ□ントパネルの HDMI 端す）： 

それぞれの人力端子が割リ当てられている人カソースでスタンバイします。 


Power Off Control 

本機と外部機器の電源オフ 
を連動します。 

"HDMI Control " の設 
走:が " ON " のときに設 
走:できまず。 


乌連動します。 

OFF : 連動しません。 

み •接続している機器の設をは、各機器の取キ及説明書をご覧ください。 

• HDMI コント□-ル機能じついては、「本機で HDMI 対応機器をコント 
□-ルする ( HDMI コント□-ル機能)」(頓=40ぺージ)をご覧ください。 


U モコンの操作ボタン 


メ ニ ュ- . メこユーを表示する / X の。 

〇 メこューを解除する 一の" 


y : 力ーソルを移動する（上/下/左/ち） 


女を'): 


設定を確定する 


〇 . 


おる 


:ひとつ前のメニューじ戻る 
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詳細な設定をずる (Manual Setup) 


旧 


音声の再生に関する設定をします。 


設定項目 

設定内客 

Auto Surround 

Mode 

入力信号の種類ごとにサ 
ラウンドモードの設定を 
記'憶します。 

ON; 記憶します。入力信号の種類に対して、最後に設定したサラウン 
ドモードで、自動的(こ再生します。 

OFF: 記憶しません。入力信号が変化してもサラウンドモードは切り替 
わりません。 

分オートサラウンドモードは、次の4種類の入力信号じ対して、最後 
に設定したサラウンドモードを記憶します。 

①アナ□グや PCM の2チャンネル信号 

® ドルビーデジクルや DTS などの2チャンネル信号 

( 3 ) ドルビーデジタルや DTS などのマルチチャンネル信号 

@ドルビーデジタルや DTSW 外のマルチチャンネル信号 ( PCM など） 

Bilingual Mode 

AAC ソース咕ドルビーデジ 
タルの二重音声の化力内容 
を設定しまず。 

二重音声のソースの再生 
中に設定できまず。 

Main :主音声のみ化力します。 

Sub :劃音声のみ化力します。 

Main/Sub :主音声は左チャンネルか6、副音声はちチャンネルか6化 
力しまず。 

Main+Sub :主音声と副音声をミックスして化力します。 
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メニュ -. メニユーを表示ずる / N の 

O' メニューを锅除する "が 


y :力ーソルを移動ずる 


音青の設定をする （Audio Setup) 

お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。 


U モコンの 操作 ホタン 


W 巧 n なか到厂 


前說 


助が 


浦 fy なお縣 


イ9を©赢遵 




巧11^雨猫 


W かな疏 



その他の設定をする （Option Setup) 

お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。 


設定項目 

設定巧客 

Volume Control 

音量に関ずる設ををします。 

Vol.Limit :音量の上限を設定します。 

•OFF: 設走;しません。 

• 60/70/80 

Power On Lev :電源を入れたときの音量を設をします。 

• Last :記憶している音量じなりまず。 

•---： 常に電源を入れたときは消音状態になります。 

•-1 〜曰曰：設をした音量になります。 

Mute Lev. :ミューティング時の音量の減衰量を設定します。 

• Full: 消音状熊になりまず。 

• -40dB :現在の音量か6 40 c ! 巨下げて再生します。 

• -20dB :現在の音量か6 20 d 巨下げて再生しまず。 

On-Screen Display 

テレビ画面の表示に関する 
設ををします。 

Screensaver :スクリーンセーパーの表示を設定:しまず。 

• ON : メこューの表示中や iPod 画面の表示中に約3分間何も操作をし 
ない状態が続くとスクリーンセーバー画面に切り替わります。么 ▽<! 
0を押すと、スクリーンセーバーを解除し、前の画面を表示します。 
•OFF: 使用しません。 

Text ： サラウンドモードや入カモードなどの切り替え操作時にモードを 
を表示します。 

•ON :表示します。 

• OFF: 表示しません。 

Master Volume :主音量調節時じ主音量レベルを表示しまず。 

• Bottom :画面下じ表示しまず。 

• Top :画面上に表示します。 

• OFF: 表示しません。 

iPod Info. :入カソースが " iPod " のときに iPod 画面の表示時間を設 
走します。 

• Always :常に表示します。 

• 3 日 sec :操作棲に30秒間 iPod 画面を表示します。 

• 1 日 sec :操作禮に10秒間 iPod 画面を表示します。 

• OFF: 表示しません。 

Setup Lock 

設定した内容を変更できな 
いように保護しまず。 

ON :設定した巧容を保護します。 

OFF :設をした内容を保護しません。 

クス etup Lock " を " ON " じ設走:ずると、 W 下の設走:の蛮更ができな 
くなります。また、切下の設定に関連するボタンを操作ずると、ディ 
スプレイに "SETUP LOCKED " を表示します。 

- MultEQ - RESTORER 

- Dynamic EQ -チヤンネルレベル 

- Dynamic Volume -才ーティオディレイ 


(上/下/左/ち） （確を)：設をを巧をする 


2 :ひとつ前のメニュ-じ戻る 





















































入力の設定をずる （Input Setup) 


現巧設定している入カソースに関する設定をします。 

メニュー画面を表示させる前に、入カソース選択ボタンで、設定をおこな〇入カソースに切り 
替えてください。 

設定できる項目は選択している入カソースによって異なります。 

設定を変更しなくてもお使いいただけます。必要に応じて設定してください。 

"メニュ ー 覧"と"操作手順"は、18ぺージをご覧ください。 



知つておいてほしいこと 


設定できる項目は選択している入カソースによって異なります。 

設定を変更しなくてもお使いいただけます。必要に応じて設定してください。 

設定できる巧容と設定操作のしかたについては「メニューー覧」（囑=18ページ）をご覧く 
ださい。 


U モコンの操作ボタン 


メニュ -. メこユーを表示する 
〇 ■ メニューを锅除する 


0 9:力ーソルを移動ずる 

03 


□ メ ニュー 画面の表示例 



Source Level 


iPod Playback Mode 


5-4. Source Level 


[RTN] : Back J 、 


5-5. iPod Playback Mode 


Shuffle Mode OFF 


[RTN] ： Back 


VCR / iPod の映像入力にほう端子を巧更する （Video In ) 

お買い上げ時の設定は、下線が巧いている項目です。 


VCR / iPod ①映像入力端子じは、ビデオ入力端子と S ビデオ入力端子の2つがあります。 
あ5かじめ使う側の入力端子を設定してください。 

ビデオ入力端子と S ビデオ人力端子の両方を同時に使うことはできません。 

設定内容 

COMPOSIT : ビデオ入力端子（黄色）を使います。 

S-VIDEO : S ビデオ入力を使います。 


( 上 / 下 / 左 / ち） を）：設をを巧をする ソ：ひとつ前のメニューじ戻る 


〇 . 
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Input Mode 

テレビか 6 本機にデジタル 
音声とアナ□グ音声を入力 
しているときに、再生する 
音声入力を選びまず。 

《 " TV " 切 外の入カ ソースで 
は、音声入力の切り替えは 
でさません。 


Auto :本機に人力されている信号を自動的に検出して再生します。 
Digital :デジタル入力端すか6の入力信号を再生しまず。 

Analog :アナ□グ入力端子か6の人力信号を再生しまず。 

《 " TV "!：:/ 外の入カソースでは、音声入力の切り誓えはできません。 


入カ ソース 

1 DVR 1 

1 BD/DVD 1 

1 フ□ント MDMil 

1 CABLE 1 

お買い上げ 
時の設定 

HDMI 

( 固定） 

HDMI 

( 固定） 

HDMI 

( 固を） 

Analog 

( 固定） 

入カ ソース 

1 TV 1 

1 VCR/iPod 1 


お買い上げ 
時の設定 

Auto 

Analog 

( 固定） 


ク 


>デジタル信号が正しく入力されると、ディスプレイの"画固"表示 
が点财します。"回固"表示が点灯しない場含は、デジタル入力端 
すの割り当てや接続を確認してください。 


ィ巧卜 


を押しても設をできます。 

押すたびに、入カモードの表示が切り替わります。 

♦ Auto - ► Diaital - ► Analo 曰 


Decode Mode Auto ： デジタル人力信号の種類を識別し、自動的にデコードして再生 

入カソースのデコードモー します。 

ドを設をします。 PCM : PCM 信号が人力されたときのみデコードして再生しまず。 

DTS : DTS 信号が入力されたときのみデコードして再生しまず。 

み 

通常は " A 山 0" じ設定してください。 


入力の設定をずる （Input Setup) 


入カソースの入カモードとデコードモードを変更する 

。叩山 Mode ) お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。 

選ができる入カモードは、入カソースじよって異なります。 
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U モコンの操作ボタン 


メ ニ ュ- . メこユーを表示する / X の。 

〇 メこューを解除する 一の" 


y :力ーソルを移動する 


1 


設定項目 


設定巧客 


抑が 


浦 fy なお縣 


水©を©赢お 






W な$1 


n 巧な n なか到厂 


入カソースの再生レベルを補正する （Source Level ) 

お買い上げ時の設定は、下線がはいている項目です。 


現巧選択している入カソースの音声入力の再生レベルを補正します。 
ソースによって入力音量レベルに差があるときなどに設定してください。 


設定項目 

設定巧客 

Source Level 
(Analog) 

アナ□グ音声入力の再生レ 
ベルを補正します。 

-12dB 〜 +12 犯 （Od 己） 


iPod の再生モー F を設定する (iPod Playback Mode ) 

お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。 


iPod 用コント日ールドック ASD -11 R を接続しているときに表示します。 ASD -3 N /3 W を 
お使いのときはこのメニューを表示しません。 ASD -3 N /3 W のリモコンで設定してください。 


設定項目 

設定巧客 

Repeat 

リピート再生モードを設定 
します。 

All :ずべての曲をリピート再生します。 

One :再生中の巧をリピート再生します。 

OFF ： リピート再生モードを解除します。 

Shuffle 

シャッフル再生モードを設 
をします。 

Son 邑 S :すべての巧をシャッフル再生しまず。 

Albums :再生中のアルバムの曲をシャッフル再生しまず。 

OFF :シャッフル再生モードを解除しまず。 


( 上 / 下 / 左 / ち） を）：設走 : を確定:する 


2 :ひとつ前のメニュ-じ戻る 





































































再生のしかた 


□ 操作のなびれ 

再生ずる前に、あ6かじめ各機器との接続や本機の設 
ををおこなってください。 


^_ 巧巧を再生する _ ■ 

□ ブルーレイディスク / DVD プレーヤーを再ちずる 

(屈=31ページ） 

□ iPod ⑩を再をずる（屈=31ぺージ） 

□ 再を中にでさる操巧 

•一時的に音を消ず（屈=33ページ） 

•ヘッドホンで音を聴く（屈=33ページ） 
•ディスプレイの日月るさを切り替える （ ディマー 
(風33ページ） 


•再生する際は、接続した機器の取撒説明書わご覧ください。 



機器を再生ずる 


ブルーレイデイスクプレーヤー、 DVD プ 
レーヤーを再生する 


③プレーヤーにデイスクを入れる。 


2 


本機の電源を入れる。 

(屈=17ページ「電源を入れる」） 



bU/UVU 

3 〇を巧して、 BD / DVD ①入カソースを選ぶ。 


4 


プレーヤーを再生する。 

あらかじめプレーヤーの設定（言語設定や字幕設定な 
ど）をおこなってください。 


5 胃 * 
日日 


(主音量調節ボタン）を押して、音量を調節する。 


【弱節できる範囲】 0.0-99.0 

《入力信号やチャンネルレベルの設走などにより、調節で 
きる範囲か’異なりまず。 

g お好みのサラウンドモードを選ぶ。 

U 03=33ぺージ「サラウンドモードを選ぶ」） 

7お好みの音場効まを調節する。 

' (屈=35ページ「音場巧まを調節ずる」） 


iPod ® を再をする 


ブルーレイディスクブレーヤー、 DVD ブレーヤー①再生き 
順です。他の機器の再生も同じようじおこなってください。 


再生の準備をする。 

① テレビ、サブウーハー、プレーヤー 
の電源を入れる。 

② テレビの人力を本機の人力に設をず 
る。 


DEMON 製 iPod 用コント日ールドック （ ASD -11 R 、 ASD - 
3 N または ASD -3 W :別売）をご使用になると、 iPod の音 
楽やビデオを再生することができます。 

あらかじめ iPod 用コント□ールド、ソクを接続してください 
(屈=16ページ 「 iPod ®」)。 

iPod ® の音楽を聴く 

• f 再生の準備をする。 

■ ① iPod 用コント□-ルドックじ、 iPod ® をセットずる。 
② "Video In " の設をを " S - VIDE 0" にずる。 

(屈=29ぺージ 「 VCR / iPod の巧像入力に使う端子を 
変更ずる」） 


2 


本機の電源を入れる。 

(屈=17ページ「電源を入れる」） 


VCR 

3 ¢3を押して、操作 1- ②で割り当てた入カソース 

.— 


を選ぶ 



〇 〇 〇 〇 
0 § 〇嘗 
DQOo 

5 ミ：-；/パ VinEQ 于 <7- 
〇 〇 〇 
I 化め !!! が || の !! iWI 

t ~~I I~~I 


* 

ロ ロ I 


(iPod の画面） 

《上記の画面が表示されない場合は、 iPod が正し<接続さ 
れていない可能性がありまず。接続を確認してください。 


巧证 n わか到 n 


瓣說 


殿袖 


I 涵普々お縣 


イ9を©赢遵 


巧 P 伽さ狂？ ^ 迎。な S 




W 巧な赢 
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機器を再をずる 


4 


〇 
リモート 
/フラウズ 


を押して、表示モードを選ぶ。 


iPod の収録内容を表示ずるモードは2つありまず。 

:テレビの画面に表示します。 


* 半角英数字と一部の記号のみ表示ずることができま 
ず。対応していない女字は、".（ピリオド）"に置 
き撫えて表示しまず。 

»表示できる文字の種類は次のとおりです。 


[ 英大夕字 】 ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
【英 ' 」ぶ字 】 abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 

[ 記号】 ’（>: + ,- ./ :;< = >?[]¥ 煙白） 

隙引 0123456789 


リモートモード： iPod の画面に表示します。 


•本機のディスプレイに "Dock Remote " を表示しまず。 


* 1: DEMON 製 iPod 用コント□-ルドック ASD -3 N または 
ASD -3 W を使巧しているときに再生できまず。 

*2 : DEMON 製 iPod 用コント□ールドック ASD -1 R または 
ASD -11 R と iPod の細み合わせによっては、峡像が出力さ 
れない攝合がありまず。 


5 


AV で項目を選び、©または 
>で再ちしたい音楽またはビデ 
オファイルを選ぶ。 


6 


@または!>を押す。 

再生をはじめまず。 


P お好みのサラウンドモードを選ぶ。 

U (屈=33ページ「サラウンドモードを逞ぶ」） 

〇お好みの音場効まを調節する。 

(屈=35ページ「音場巧まを調節ずる」） 


□停止するとを 

再生中に己]を押ず。 

□-時停止するとを 

再生中にを押ず。 

もう一度押ずと、再生を再開しまず。 

□頭出しするとを 

再生中に臣](再生中の曲の頭化し） 
または囚（次の巧の頭化し）を押ず。 

□ UK — 卜再生、シャツフル再生 

(屈=30ページ 「 iPod の再生モード 
を設走ずる」） 




(主音量調節ボタン）を押して、音量を調節する。 
【調節できる範囲】 0.0 - 99.0 

《入力信号やチャンネルレベルの設走などじより、調節で 
きる範囲が異なりまず。 




iPod ® の写真や映像を見る 


スライドシヨーやビデオ機能がある iPod で、 iPod に保存し 
てある写真や巧像のデ ー クをテレビ画面に再生ずることがで 
さまず。 


〇 


モみを 押して、リモートモード 


' に切り替える。 

本機のディスプレイじ 
Remote " を表示しまず。 


Dock 


〇 iPod ①画面を見ながら A ▽を 


押して、"写真’’ 
才"を選ぶ。 


または"ビデ 


3再生したい画像が表示されるまで、を巧す。 

因 

iPod の写真やビデオデータをテレビに映し化すじは、 iPod の"ス 
ライドシヨー設定:"または"ビデオ設を"の " TV 化力"を"オン" 
じ設定ずる必要があります。詳しくは、 iPod の取撒説明書をご覧く 
ださい。 




•圧縮オーディオの低域や高域を拡張してより豊かな再生をずる 
ときは、 RESTORER モードをおすすめしまず 0)^38 ページ 
「 RESTORER 」）。 お買い上げ時の設定は "Mode 3" でず。 

•ブラウズモードの再生中じちろ 1を押ずと、タイトルを、アーティ 
ストをおよびアルバムをを確認ずることができます。 

• "iPod Info ." 〔囑=28ぺージ）で、メこユーの表示時間を設定:する 
ことができます。メこユー表示中に AV < >を押ずと、元の画面 
に戻ります。 

• iPod は、につで本機の電源をスタンバイが態にしてか6、取り 
外してください。入カソースを iPod じ(外に切り替えても、 iPod を 
取り外ずことができます。 


DEMON 製 iPod 巧コント□ールドック ASD -1 R または ASD -11 R 
と iPod の組み合わせじよっては、映像が化力されない±暑台がありま 
す。 


> iPod の種類またはソフトウェアのパージョン[こよっては、機能の 
一部が動作しない場合がありまず。 

>万一 iPod のデータが消失または損傷してわ、当社は一切責任を負 
いません。 




ラウズ モー ド] 



iPod は、米国およびその他の国々で登録された Apple Inc . の 
商標または登録商標でず。著作権のないコンテンツまたは法的(こ 
複製、再生を許詰されたコンテンツを個人が私的(こ複製、再生す 
るためじ使巧許詰されるものです。著作権の侵害は法律上禁止さ 
れています。 
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お器を再をずる 


サラウンドモードを選ぶ 


再生中にでをる操作 


サラウンドモードを選ぶことによって、お好みの音場効果を加えたサラウンド再生をお楽しみいただけます。 


—時的に音を消す （5 ューティング) 




を押す。 



医 

• "Mute Lev ." (屈=28ページ）で設をしたレベルまで音量が下が 
U まず。 

•ミューティングを解除ずるときは，もう一を£三を押して<ださ 
し''。主音量を調節しても解除します。 


へッドホンで音を聴< 

本体の PHONES 端子に、ヘッドホ 
ンのプラグを差し込む。 

自動的にスピーカーおよびプリアウト 
端子から音が化なくなりまず。 



•へッドホンをご使用になるときは，音量を上げずぎないようじご 
を意 < ださい。 

• オートセツトアップやを設ををおこなうときは、へッドホンをは 
ずして < ださい。 


ディスプレイの明るをを切り替える （ デイマー) 


〇 を押す。 

—— ► 通常 
- ミ肖灯 ' 


>薄暗い 
賠い <- 


〇 〇 〇 〇 
liiMlil 由 fl 131?1811"化* 巧 S 


① 2.1 チヤンネルの スピーカーで サラウンド 
再ををする（ドルビーパーチヤルスピー カー 
に. Ich ) 再を） 


7 入カソース選択ボタンを押して入カソースを選 
ひ、ソースを再ちする（惕=31ぺージ ） 。 


^を押して、サラウンドモードを選ぶ。 

Ref :リファレンスモード。ドルビーバーチヤルスピ 
一力一の標準モードでず。 

Wide :ワイドモード。広がり感を強調したモードで 
ず。 


• 本体のドルビーバーチヤルスピーカー表示が点好しまず。 


⑥マルチチヤンネルの スピーカーで ヴラウ 
ンド再ををする（サラウンド再を） 


こ①モードはお使いのシステムが 5.1 チヤンネルや 7.1 
チヤンネルのマルチチヤンネルシステムのときじお楽し 
みいただけます。 


操作のしかた 

選巧できるサラウンドモードは次の内容じより異なります。 
•入力している音声信号形式 
• 入力している音声のチャンネル数 


*1 入カソース選択ボタンを押して入カソースを選 
■び、ソースを再生する（惕=31ぺージ ） 。 

〇 〇 を巧して、サラウンドモード 
ム を選ぶ。 

0 0 0 0 


5 6 〇 〇 


□マルチチヤンネルソース 

ろ〇巧 S 
扔 m 〇 


選択できるサラウンドモードは入カソース 
によって異なります。 



□ 2チヤンネル ソース 

* 


DOLBY PLEx, 
DOLBY PLn 

DTS NE0:6 


DOLBY PLnx、DOLBY PLn でデコードし 
てサラウンド再生しまず。 

DTS NE 0:6 でデコードしてサラウンド再 


生しまず。 

本 ： DOLBY PLnx は，サラウンドバックスピーカーを使用してい 
るときじ還べます。 

2チヤンネルソースを再生ずるとをの操作でず 


3 " Mode " (煩 =35ぺージ）でソースじ合わせた 
モードを選ぶ。 

□ DOLBY PLnx, DOLBY PLn 

Cinema :巧画ソースに適したモードでず。 

Music :音楽ソースに適したモードでず。 

Game :ゲームに適したモードでず。 

Pro Logic :プ□□ジ 、ソク再生 モー ドでず 。 PLII デコーダ 
一で再生ずる場合に達べまず。このモードを 
逞ぶと、ディスプレイじ "DOLBY PL " を表示 
しまず。 


□ DTS NEO:6 

Cinema :巧画ソースに適したモードでず。 

Music :音楽ソースに適したモードでず。 

《逞択できるモードは、巧生している入カソースにより異 
なりまず。 

夕 ... 

" Cinema " および " Music ” は，リモコンの〇および〇で 
も逞巧ずることができます。 
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*1 : HD AUD の信号が人力されたときじ， —HDAUD の ’’ 表示が点の ■ します。 
*2 : 入力信号が "DTS- 段 Matrix 6.1" で ' "AFDM" の設を（任 =36 ぺージ） 
が "ON" のときに表示します。 

*3: 人力信号が "DTS-ES Discrete 6.1" のときに表示します。 

*4: 人力信号が "DTS 96/24" のときじ表示しまず。 
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7通りの DEMON オリジナルサラウンドモードの中か5、プ 
□グラム ソース や視聴するシチ ユエーシヨ ンに応じてお好み 
①モードを選ぶことができます。 


入カ ソース 選択ボタンを押して入 
カ ソースを 選び、 ソースを 再を す 
る （惕 =31ぺージ ） 。 


〇 を巧して、 
4- ドを選ぶ。 


サラウンドモー 


5CH/7CH STEREO :ステレオサウンドをずベてのスピーカー 
で楽しむモードでず。* 1 *3 

ROCK ARENA :アリーナのライブコンサートの雰囲気を 
楽しむモードでず。 

JAZZ CLUB :ライブ八ウスでのライブコンサートの雰 
囲気を楽しむモードでず。 

MONO MOVIE :モノラルの巧画ソースをサラウンド巧生 
ずるモードでず。*2 

VIDEO GAME :ビデオゲームのサラウンドじ適したモー 
ドでず。 

MATRIX :ステレオの音楽ソースに広がり感を加え 

て楽しむモードでず。 

VIRTUAL :フ□ントスピーカーでサラウンドタカまを 

楽しむモードでず。 *1*3 
*1 :スピーカーの設をが 2.1 ch の場合> 選択できません。 

*2 :モノラル録音ソースを "MONO MOVIE " モードで再生する 
場合，片チャンネル（ホまたはち）の入力では音声が片寄る 
ため，両チャンネルに入力して<ださし、。 

*3 :へッドホン使用時は選択できません。 


音質調節回路を通さず、高音質で再生するモードです。 

入カソース①チヤンネルのまま音声を出力します。 

で mall " じ設走しているスピーカーにはほ音域成分を含まな 
い信号を化力しまず。このモードを充分にお楽しみいただく 
ためには、低音域の再生能力のあるスピーカーをお使いください。 


入カ ソース 選択ボタンを押して 
入カ ソースを 選び、 ソースを 再を 
する （1^31 ぺージ)。 


2 


を押して " DIRECT " を選ぶ。 


ex マーい -7, 

口 □ 0 _! I_II 


〇 〇 〇: 〇 

5 6巧5’ 

なり Do 

ミ：一 ;/ ,7 MULItC 子 ,<’ 

/S r\ 


再生中のサラウンドモードの表示 


⑥ステレオ再ををおこなラ 


音質調整ができるステレオ再生用のモードです。 

フ□ントスピーカー(左/ち)とサブウー八一から音声を出力します。 

• f 入カ ソース 選択ボタンを押して 
■ 入カ ソースを選び、ソースを 再 
生する （幅 =31ぺージ)。 


2 


巧して " STEREO " を選ぶ。 


入力信号 

ディスプレイの表示内容 

Dolby 

Digital 

Dolby Digital 
巧チャンネルか ）/ 
Dolby Digital EX 

DOLBY DIGITAL 

DOLBY DIGITAL EX 

DOLBY DIGITAL+PLEx CINEMA 

DOLBY DIGITAL+PLEx MUSIC 

Dolby Digital Plus 

( ホ 1) 

DOLBY DIGITAL++PLnxC 

DOLBY DIGITAL++PLnx M 

DolbyTrueHD (* 1) 

DOLBYTrueHD 

DOLBY HD+EX 

DOLBY HD+PLlIx CINEMA 

DOLBY HD+PLEx MUSIC 

DTS 

DTS ( 日 . 1 チャンネル ）/ 
DTS-ES Discrete 6.1 / 
DTS-ES Matrix 6.1 / 

DTS 96/24 

DTSSURROUND 

DTS+PLEx CINEMA 

DTS+PLEx MUSIC 

DTS+NE0:6 

DTS ES MTRX6.1 (*2) 

DTS ES DSCRT6.1 ( 來 3) 

DTS 96/24 { 本 4) 

DTS-HD ( 來 1) 

DTS-HD HI RES 

DTS-HD MSTR 

DTS-HD+NE0:6 

DTS-HD+PLlIx CINEMA 

DTS-HD+PLUx MUSIC 

PCM 

PCM 

( マルチチャンネル） 

MULTI CH IN 

MULTI IN+PLAx CINEMA 

MULTI IN+PLOx MUSIC 

MULTI CH IN 7.1 

MPEG-2 

AAC 

MPEG-2 AAC 

( 日 . 1 チャンネル） 

MPEG2 AAC 

AAC + Dolby EX 

AAC + PLHx CINEMA 

AAC + PLflx MUSIC 

MPEG-2 AAC 

(1+1 チヤンネル） 

MPEG2 AAC 


プ -u 


\〇 〇 〇: 〇 

巧6巧嘗 

面 - ns 

シ王 7 ミこーシ '/SMUjrEQ そ： 7 - 
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④ダイレクト再ををおこなラ 



こ①モードはお使いのシステムが 5.1 チヤンネルや 7.1 
チヤンネルのマルチチヤンネルシステムのときじお楽し 
みいただけます。 


入力信号 

ディスプレイ表示内容 

アナ□グ信号 

PCM (2ch) 

Dolby Digital ソース 

DTS ソース 

若の化の 2ch のデジタル信号 

DIRECT 

PCM (multi ch) 

MULTI CH DIRECT 

M DIRECT + PLUx CINEMA 

M DIRECT + PLHx MUSIC 

M DIRECT 7.1 


サラウンドモードを道ぶ 


再生中のサラウンドモードの表示 

□マルチチヤンネルのソースをサラウンド再生する 
( ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC など） 

マルチチャンネルソース①スタンダード再ちでは、入力して 
いるマルチチャンネル音声の信号形式を検出し、自動的にそ 
①専用デコーダーを動作させて、サラウンド再ををおこない 
ます。 


□ AAC ソースの再生にごいて 

• AAC 放を再生中に再生チャンネル数などの放を内容が切り替わっ 
た場合' 音声び途中で途切れる場合がありまず。 

•テレビやデジ々ルチューナーなどによっては、 AAC 出力が"オフ" 
になっていたり> AAC 信号を PCM 信号に変換する設をになって 
いたりずる場合があります。テレビやデジ女ルチューナーなどの 
設を画面で> デジタル音声や AAC 出力の設ををご確認<ださい。 
詳し<は> を機器の敢あ説明書をご覧<ださい。 


因 

再生するプ□グラムソースじよっては、十分な効果が得6れない場 
合があります。このような場合は、各モードを試してお好みの音場 
でお楽しみください。 

人力信号がドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタルプラス、 DTS-HD 
の場合、 DEMON オリジナルサラウンドは選べません。 
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音場効果を調節ずる （ Parameter ) 


サラウンド音声の再生音をお好みにあわせて調節できます。 

調節できる項目（パラメータ ー) は、入力している信号や設定しているサラウンドモードによっ 
て異なります。調節できる各項目については、「サラウンドパラメータ——覧表」 0：置=44 ペー 
ジ）をご覧ください。 



設を項目の中には再生停止中に設定できないわのがあります。設をは再生中におこなってください。 

音場効果を調節する （Surround Parameter ) 

お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。 

設定頂目 設定内容 


Mode 

SCH ソースをサラウンド再 
生するときの再生モードを 
設ちします。 

1 スピーカー設定び 2.1 チャンネルのと去 1 

□ ドルビーパーチャルスピーカーモードのとを 

DVS Mode 

Ref :ドルビーバーチャルスピーカーの標準モードでず。 

Wide :広がり感を強調したモードです。 

Decode Mode : 2 ch 信号を DVS 再生する場合のモードです。 

Cinema :映画ソースに適したモードでず。 

Music :音楽ソース(こ適したモードでず。 

1 スピーカー設定び 2.1 チャンネルは巧■のとを 1 

□ PLHx または PLn モードのとき 

Cinema :映画ソースに適したモードでず。 

Music :音楽ソース(こ適したモードでず。 

Game :ゲーム(こ適したモードです。 

ProLo 邑 ic: ドルビープ□□ジ 、ソク 再生 （4 チャンネル（フ□ント左/ 
ち、センター、サラウンド（モノラル)）再生）モードです。 PLn モー 
ドのときに選択できます。 

□ NEO:6 モードのとを 

Cinema :映画ソースに適したモードです。 

Music :音楽ソースに適したモードでず。 

夕 •" Music " モードは、ステレオ音楽成分を多く含む映画ソースにも 
効果的です。 

シネマ ミコージック 

• 0 または0を押して、 " Cinema " モードと " Music " モード 
を設定することもできまず。 

• を押して、ドルビーパ-チャルスピーカ-の " Ref " モード 
と " Wide " モードを設定ずることもできます。 

Cinema EQ 

映画のセリフの高域成分をや 
わ6げ、聴きやすくしまず。 

OFF: 設定しません。 

ON :設をします。 

ダイナ 5 ツクレンジコン 
プレツシヨン （ D.Comp) 

静かな音と大きな音のレべ 
ルの差を圧縮しまず。 

Low/Mid/Hi 邑 h ;圧縮量を設をします。 

OFF :ダイナミックレンジを圧縮しません。 

^ D . Comp 機能に対応している DTS ソフトの再生時に " D . Comp " 表 
示を点灯します。 


U モコンの操作ボタン 


MENU メこユーを表示する 
O' メニューを解除ずる 


6 9:力ーソルを巧動ずる 
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設定項目 

設定巧客 

ダイナ 5 ックレンジコン 
卜 □- ル (DRC) 

静かな音と大きな音のレべ 
ルの差を圧縮しまず。 

Auto :ドルビー TrueHD ソースのダイナミックレンジの圧縮を自動で 
オン/オフしまず。 

Low / Mid/High :圧縮量を設定します。 

OFF :ダイナミックレンジを圧縮しません。 

LFE 

低域信号 (LFE) レペルを 
調節しまず。 

-lOdB 〜 Od 己 

夕各ソースを正しく再生するためじ、次の値に設をすることをおすす 
めします。 

• ドルビーデジタルソース： "OdB" 

• DTS の峡画ソース： "Od 巨" 

• DTS の音楽ソース： "-10 服" 

Center Image 

センターチャンネルの音声 
を左ちに振り分け、前方の 
音場イメージを広げまず。 

0.0-1.0 (0.3) 

P 百 nor 百 m 百 

フ□ント左ちチャンネルの音場を 
サラウンドチャンネルまで拡大し、 
前方の音場イメージを広げます。 

ON :設定します。 

OFF : 設ちしません。 

Dim 百 nsion 

音攝イメージの中むを前方 
または後ちじシフトし、再 
生バランスを調節しまず。 

0-6 (3) 

Center Width 

センターチャンネルの音声 
を左ちに振り分け、前方の 
音場イメージを広げます。 

0-7 (3) 

Delay I'ime 

遅延時間を調節し、音攝 
イメージを広げます。 

0 ms 〜 300 ms (30 ms ) 

Effect Level 

エフェクトレベルを調節します。 

1 〜 1 百 （19) 

分サラウンド信号のを位感や位相感が不自然に感じる場合は、低いレ 
ベルに設定:してください。 

Room Size 

音場空聞の大きさを設定します。 

"Room 幻 ze" は、再生ずる 
部屋の大きさを表すわので 
はありません。 

Small :ルさな音攝空間のイメージ 

Medium small :ややルさな音場空間のイメージ 

Medium :標準的な音場空間のイメージ 

Medium large :やや大きな音場空間のイメージ 

Large :大きな音場空間のイメージ 


(上/下/左/ち） 灿 TEB ) ；設をを確をする Q :ひとつ前のメニューに戻る 3口 
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音場巧 ) まを調節ずる （ Parameter) 
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設定頂目 設定内容 

AFDM {才ートフラグ ON ：設ちします。 

ディテクトモード） 口 FF :設定しません。 

ソースのサラウンドパック 
チャンネル信号を横化して 
自動的に最適なサラウンド 

モードを設定します。_ 

Surround Back U2 . チャンネルソースのとを 

サラウンドバックチャンネ ON :サラウンドバックチャンネルを使用します。 

ルの生成ち法を設定します。 OFF: サラウンドパックチャンネルを使巧しません。 

□ マルチチャンネルソースのとを 

サラウンドパック信号を含まないソースのサラウンドバックチャンネ 
ルの生成方法やソースに含まれるサラウンドパック信号を再生しない 
ときに設定します。再生するソースの音声信号を確認して設定してく 
ださい。 

OFF :サラウンドパックチャンネルを再生しません。 

MTRX ON :サラウンドチャンネル信号か6サラウンドバック信号を 
生成して再生します。 

PLnx CINEMA* 1 : Dolby pro Logic Ex Cinema モードでデコー 
卜‘し、 サラウンドバック信号を生成して再生します。 

PLnx MUSIC *2 :Dolby pro Logic Ex Music モードでデ〕ードし、 
サラウンドバック信号を生成して再生します。 

ES MTRX : DTS ソースのサラウンドチャンネル信号か6サラウン 
ドパック信号を生成して再生しまず。 

ES DSCRT*3 :目. 1 ch DTS ソースに含まれているサラウンドバッ 
ク信号を再生します。 

DSCRT 0N*3 : 7.1ch ソースに含まれるサラウンドパック信号を 
再生します。 

*1 :ス peakerConfi 呂."（極=2目ぺージ)の設定で、" S . Back " が"2か" 
のときに選べます。 

*2 ; Speaker Confi 呂."（極=2目ぺージ)の設定で、 " S . Back " が" 2 ch " 
または "1 ch " のときに選べます。 

*3 : " AFDM " が"オン"のときは、 AFDM 機能じよリサラウンドバッ 
クチャンネルを再生しまず。 " AFDM " が"オフ"のときじ選ぶ 
とソースのサラウンドパック信号を再生します。 

夕〇を巧して設をすることもできまず。 

" S . Back " (屈=26ぺージ）の設をが " Large " または " Small " のとき 
じ有効です。 


設定項目 

設定巧客 

Subwoofer 

ON :化力します。 

サプウー八一化力をするか 
しないかを設をしまず。 

OFF :化力しません。 

Default 

Yes :初期設をに戻します。 

サラウンドパラメーターの 
すべての設定内容を初期設 
走!し民しまず0 

初期設定じ戻しません。 


卜ーンを調節する （Tone Control ) 

お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。 


設定項目 

設定巧客 

Tone Control 

トーンコント□ールのオン 
/オフを設定しまず。 

"Dynamic EQ " 〔原37 
ページ）の設定:が " OFF " 
のときに設定できます。 

ON :低音や高音の!-ーンを調節できまず。 

OFF : トーンの調節をしないで再生します。 

ダイレクト再生中は、トーンの調節ができません。 

Bass 

低音を調節します。 

-6 dB - +6 dB ( OdB ) 


"Tone Control " の設定 
が " ON " のときじ設定： 
でさます。 



Treble 

高音を調節しまず。 

-6 dB 〜+6 d 巳 ( OdB ) 


"Tone Control " の設定 
が " ON " のときじ設定： 
でさまず。 
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U モコンの操作ボタン 


MENU メこユーを表示する 
O' メニューを解除ずる 


6 Q :力ーソルを巧動する（上/下/左/ち） 灿 TER )； 設をを確をする Q :ひとつ前のメニューに戻る 










































MultEQ、Dynamic EQ、Dynamic Volume を設定する 
(Audyssey Settings ) 


お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。 


’才ートセットアップ （屈 =20ぺージ） 
Volume ①機能が有効じなります。 


をおこなうと MultEQ/Dynamic EQ/Dynamic 


• 各機能の動作条件は次のとおりです。 

• Dynamic EQ : 

" MultEQ " が " ON " のとき 

• Dynamic Volume : 

"Dynamic EQ " が " ON " のとき 

• Settin 昼： 

"Dynamic Volume " が " ON " のとき 


MultEQ 


Dynamic EQ 



Dynamic Volume 

、 



(Setting 

、 ^ - 

) 

ノ 


gaaisa 

才ートセットアップをおこなったあとじスピーカーの設定ををえると、 MultEQ/Dynamic EQ/ 
Dynamic Volume を選択できなくなります。または "Run Audyssey" を表示します。 

その場合は再度才ートセットアップをおこなうか、" Restore" ( 頓 =24ぺージ）をおこなって才ートセッ 
トアップ実行後の設定に戻してください。 


設定頂目 設定内容 

MultEQ Audyssey :すべてのスピーカーの周波数特性を最適に補正します。 

各 スピーカーの 周波数特性 Audyssey Byp.L/R : フ □ント スピーカ 外の スピーカーの 周波数 
を補正します。 特性を最適に補正しまず。 

Audyssey Flat :すべてのスピーカーの周激数特性が巧一になるよう 
が轉 に槪しまず。 


へ、ソドホンを使巧している 
とき、 " Mul 忙 Q " は " OFF " 
になります。 


OFF ： " MultEQ " イコライザーを使巧しません。 

ク • " Audyssey"、Audyssey Byp . L / R " または "Audyssey Flat " 
を選ぶと、表示が点なします。 

• オートセットアップをおこなった後、測定したスピーカーの本 
数を増やさずじ、スピーカーの構成、距離、チャンネルレべ 
ルおよびク□スオーバー周波数などの設定を蛮要したときは、 
"だ五常 T " 表示が点灯します。 


MULTEQ 


を押して設定することもできます。 


U モコンの操作ボタン 


MENU メこユーを表示する 
O' メニューを解除ずる 


暗3:力 


ーソルを移動つ 


音場巧まを調節ずる （ Parameter) 


設定項目 


設定巧客 


Dynamic EQ 

人間の聴覚や部屋の音響特 
性を考慮し、音量レペルを 
下げた際に発生ずる音質の 
低下を防ぎまず。 

" MultEQ " (囑=37ペー 
ジ）の設をが " OFF " 

じ(外のときに設定でき 
ます。 


ON : "Dynamic EQ " 
OFF : "Dynamic EQ ” 


イコライザーを使巧します。 
イコライザーを使用しません。 


み •" ON " にすると 

• " MultEQ " を " OFF " に設定:ずると、 
" OFF " じ切り替わりまず。 


を表示します。 

Dynamic EQ " も自動的に 


俗就 

"Dynamic EQ " 
になりまず。 


を " ON " じ設定ずると 、 "Tone Control " は " OFF " 


Reference Level Offset : Audyssey Dynamic EQ は一般的なフイ 
ルム（唤画など）のミキシングレベルをリファレンスとしています。 
ボリュームレペルがリファレンスから下げられた際にミキシング特性- 
サラウンド効果を常にコンテンツが作成された本来の特性に自動的に維 
持します。しかし、フイルムのリファレンスはミュージックやテレビ番 
組などフイルム ]：：<( 外のコンテンツの作成には使巧されていない攝含もあ 
りまず 。 Dynamic EQ はフイルム作成時に使巧される標準のリファレン 
スレベルを使用せずに作成されたコンテンツに対してオフセットレべル 
の設を妨旧 / lOdB /1日服）が巧能です。 W 下が推奨の設定:レベル 
になります。 

OdB (お買い上げ時の設を-フイルムリファレンス）；初期の設をでず。 
峽画などのコンテンツじ最適です。 

呂 dB :クラ、ソシック音楽のような非常に広いダイナミックレンジを持っ 
たコンテンツに適していまず。 

1 OdB :ジャズなどの広めのダイナミックレンジを持ったミュージック 
コンテンツやテレビ番組に適しています。 

1 呂 dB :ポップや□ックなどの非常に高いボリュームレベルでリ スこン 
グしたり、圧綱されたダイナミックレンジを持つコンテンツに適してい 
まず。 

夕 "Dynamic EQ " が " ON " のときじ設定できます。 


(上/下/左/ち） 


( enter ) :設定を確定する 


〇 

戻る 


ひとつ前のメニューに戻る 
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音場巧 ) まを調節ずる （ Parameter) 


設定項目 


設定巧客 


Dynamic Volume 

テレビ皆映画など再生され 
るコンテンツ内におけるボ 
リユームレべルの変化（静 
かな音のシーンと大きな音 
のシーンの間など）をき動 
的に調整します。 

"Dynamic EQ " (屈"37 
ページ）の設走:が " ON " 
のときじ設をできます。 


ON : "Dynamic Volume " イコライザーを使用します 。 Dynamic 
Volume の効果は、" Setting " (囑=38ぺージ）で設定した値じなります。 
OFF ： "Dynamic Volume " イコライザーを使巧しません。 


み •" ON " にすると 


AUDYSSEY 

MULTEQ 

DYNVOL 


を表 W します。 


" MultEQ " を " OFF " に設をずると 、 "Dynamic Volume " も自動 
的に " OFF " に切り替わりまず。 

'を巧して設ちずることもできます。 

Dynamic EQ/Volume : ON ——^ Dynamic EQ : ON / Volume : OFF — 


liTMl. 


AUDYSSEY 


AUDYSSEY 

MULTEQ 


MULTEQ 

DYN VOL 


DYN EQ 


Dynamic EQ / Volume : OFF 


Setting Day : 最ルで設定しまず。非常に大きな音と非常に小さな音を調節しま 

"Dynamic Volume " の効果す。 

を設定します。 Evening :中間で設走:しまず。平均的な音より大きな音と小さな音を調 

^ Jynamic ^ M ^^ it ^37 Midni 呂 ht :最大で設ちします。ずべての音を一をの大きさにします。 
のときじ設をできます。 
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U モコンの操作ボタン 


MENU メこユーを表示する 
O' メニューを解除ずる 
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:力ーソルを移動する 
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旺縮音青を旺縮前に近いが態に復元して再生する （ RESTORER ) 

お買い上げ時の設定は、下線がはいている項目です。 


• MP 3 、 WMA (Windows Media Audio ) などの圧縮才ーディオフォーマットは、人間のちじは闇こえ 
にくい部分の信号を省いてデータ量を減らしていまず。 RESTORER は、圧縮処理をするときに省かれ 
た信号を生成し、圧縮ずる前の音におい状態に復元ずる機能でず。同時に低音域の量感の補正もおこな 
いますので、圧綱オーディオ信号をより豊か(こ再生することができまず。 

•アナ□グ入力や PCM 信号 （fs = 44.1/48 kHz ) が入力されたときに、設走:ずることができます。 


設定内容 


OFF : RESTORER を使用しません。 

Model ( RESTORER 目 4) :高域が極端にかない圧縮音声ソースじ対して、最適なモードです。 
Modes (RESTORER 96) :圧縮音声全般に対して、低域と高域を適切(こ補正しまず。 

Modes (RESTORER HQ ) :高域が十分じある圧縮音声ソースじ対して、最適なモードです。 

分 •" iPod " のお買い上げ時の設定は、" Mode 3" でず。その他のお買い上げ時の設定は、すべて " OFF " 
でず。 

• " OFF " 1：：1外じ設定:ずると、 " GaH " 表示が点灼■します。 

•再生中に ™ を押して設定することもできまず。 

I- ► OFF -►- Mode 1 - ► Mode 2 - 

(RESTORER 64) (RESTORER 96) 

- Mode 3 - 

(RESTORER HQ) 


映像を見なび6、音青の出力を遅6せる時巧を調節する （Audio 
Delay ) 

お賈い上げ時の設定は、下線がはいている項目です。 


設定内容 


Oms 〜 gOOms 

分 • HDMI やコンポーネントビデオ信号の再生中に 厶を 押して " OSD " を " OFF " じ設定:すると、 
映像を見ながら調節することができます。解除するときは、もう一度 A を押してください。メ 
こュー画面のみの表示に切り替わります。 

• ■■ DIRECT ' および STEREO " モード (Front Speaker : " Large"、Tone Control : " OFF "、 
MultEQ : " OFF"、RESTORER : " OFF ") の再生中は、調節できません。 

•才ートリ、ソプシンク補正機能が動作している場合は、〇〜 100 ms の範囲で設定できます。 

• "Audio Delay " の設定は、入カソースごとに記憶します。 


(上/下/左/ち） 灿 TEB ) ；設をを確をする Q :ひとつ前のメニューに戻る 

























































設定項目 

設定巧客 

Status 

現在の設定状態を表示しま 
す。 

Select Source (入カソース選択）/ Surround Mode (サラウンド 
モード）/ Input Mode (入カモード）/ Decode Mode (デコード 
モード）/ HDMI ( HDMI 入力端テの割り当て） / Digital (デジタル入 
力端子の割り当て）/ Component (コンポーネントビデオ入力端子の 
割0当て）/ iPod Dock ( iPod 巧コント□-ルドックの割0当て）/ 
Video Select (ビデオセレクト機能)/ Source Level( ソースレベル） 

ク 

を押して本体のディスプレイに現ちの設定が態を表示ずることも 
できます。 

Audio Input Signal 

音声入力信号の情報を表示 
します。 

Surround Mode :設定されているサラウンドモード 

Signal :入力信号の種類を表示 
fs ： 入力信号のサンプ U ング周波数 

Format ： 入力信号のチヤンみレ数（フ□ント/サラウンド / LFE の有無） 
Offset :ダイア□グノーマライゼーシヨンの補正値 

Flag :サラウンドバックチヤンネルび含まれている信号を入力している 
ときに表示します。入力信号びドルビーデジタル EX 、 DTS - ES マト U ッ 
クスのときは " MATRIX "、 DTS - ES ディスクリート信号などのときは 
" D に CRETE " を表示します。 

HDMI Information 

HDMI の情報を表示します。 

HDMI Signal Information (HDMI 信号情報） 

• Resolution (解像度）/ Color Space (色空間方式）/ Pixel 
Depth (ビット数） 

HDMI Monitor Information (HDMI モニター情報） 

• Interf 日 ce (インターフエース)/ Support Resolution (対応解像度） 

Auto Surround 

Mode 

オートサラウンドモードに 
記憶されている内容を表示 
します。 

Analog/PCM (アナ□グ / PCM ) / Digital 2ch (デジタル2チヤ 
ンネル）/ Digital 己 .1 巳 h (デジタル巳.1チヤンネル）/ Multi CH (マ 
ルチチヤンネル） 

Quick Select 

"クイックセレクト"じ記憶 
している内容を表示します。 

Quick Select 1 (映画）/ Quick Select 2 (音楽）/ Quick 
Select 3 (ゲーム） 

• Name (クイックセレクト名）/ Input Source (入カソース）/ 
Video Select (ビデオセレクト機能）/ Volume Level (音量レ 
ベル）/ MultEQ / Dynamic EQ / Dynamic Vol/ Front SP / 
Analog/PCM (アナ□グ / PCM ) / Digital 2ch (デジタル 2 チヤ 
ンネル）/ Digital 呂 .Ich (デジタル已 .1 チヤンネル）/ Multi CH (マ 
ルチチヤンネル） 


MENU メこユーを表示する 
〇 ■ メニューを解除ずる 
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:カーソルを 巧動ずる（上/下/左/ち） 


( enter ) ；設をを確をする 


〇 


:ひとつ前のメニューに戻る 


U モコンの操作ホタン 


本機の設定が態や入力信号の情ななどを巧認する 
(Information) 


巧な n 々か到 n 


巧說 


殿袖 


I 浦普々お縣 


イ9音©赢遵 


巧硫さ孩？が迎。な6巧轉^:庸ぉ 


W 巧な論 





























本機と HDMI コントロール機能に対応しているテレビやプ 
レーヤーを HDMI 接続し、各機器の HDMI コントロール機 
能の設定をすると、次の操作ができます。 

□テレビの電源オフ操作に連動して、本機の電源を切 
ることびでをます 

* テレビの音声化力の設定操作にて「アンプか6音声を化 
力ずる」の設走操作をおこなうと、アンプの電源をオン 
にできまず。 

□テレビの操作で、音青を出力する機器（本機または 
テレビ）の切日替えびでをます 

□テレビの音量調節操作で、本機の音量の調節びでを 
ます 

□テレビの入力切日替え操作に連動して、本機の入力 
ソース切り替えびでをます 

□プレーヤーを再生すると、本機の入カソースびその 
プレーヤーの入カソースに切日替わ日ます 


医 




7 


HDMI ケーブルで接続しているすべての機器①電 
源を入れる。 


2 


HDMI ヶーブルで接続しているすべての機器の 
HDMI コント□-ル機能を有効じする。 

•'HDMI Control " 0 i ^27 ぺージ）を " ON " じ設走し 
て < ださい。 

《接続機器の設走については、各機器の取扱説明書をご覧 
ください。 

《いずれかの機器の電源コンセントをおいた場合は、手順 
1、2をおこなってください。 


3 


テレビの入力を、本機に接続した HDMI 入力に切 
り替える。 


4 


本機の入力を HDMI 入力のソースじ切り替えて、 
プレーヤーの映像が正しく映るかを確認する。 


5 


テレビの電源をスタンバイじし、本機とプレーャー 
の電源もスタンバイじなることを確認する。 


>テレビの音声を本機で再をする場合は、光デジタル接続をして< だ 
さい。（屈=15ページ「テレビを接続する」） 

>本機能をお使いじなる場合は 、 "HDMI Control " (屆=27ページ） 
を " ON " じ設をして<ださい。 


> HDMI コント□-ル機能は、 HDMI コント□-ル機能対応のテレビ 
が動作のお御をおこないます。 HDMI コント□ールをおこなうとき 
は> 企、ずテレビを接続してください。 

>接続しているテレビやプレーヤーじよっては、動イ乍しない機能があ 
ります。あ6かじめ各機器の巧扱説明書をご覧ください。 


設定した時間が経過すると、自動のに電源がスタンバイじな 
るようじ設定できます。 

ちっ' を押して設定したい時間を表示する。 

ディスプレイの •' SLEEP " 表示が点好しまず。 

• 〇を押ずたびに、時聞が次のように切り替わりまず。 

I—— ► Sleep:OFF —— ► Sleep: 120min —— ► $leep:90min —： 

I- Sleep:30min —— Sleep:60min -1 

•時闇の表示は約日砂後に消え、設定を確定しまず。 
•設定した時闇が経過ずると、自動的に電源がスタン 
バイになりまず。 


残日時囲を確認ずるとを 

〇を1回押す。 

約5秒闇残り時闇を表示します。 

□ス U — プタイマーを解除ずるとを 


み 

HDMI コント□ール機能が正しく動作しない場合は、みの点をご確 
認ください。 

•テレビやプレーヤーが HDMI コント□ール機能に対応しているか。 

• 本機の設をは正しいか。 

- "HDMI Control " の設走:(頓=27ぺージ)が" ON " じなっているか。 
- "Power 〇け Control " の設を（屈つ7ページ）が " ON " になっ 
てし''るか。 

•本機に接続しているすべての機器の HDMI コント□-ル機能の設 
定は正しいか。 

1•ソ下の操作をおこなうと，設定が初期化される場合があ y ます。そ 
の場合には、操作2、3をおこなってください。 

•" HDMI " の設を変更（屈=27ページ） 

• HDMI で接続している機器の接続変ちや機器の追加 


〇を押して " OFF " を違ぶ。 


音声はそのままじ、映像入力をお巧みの入カソースじ切り替 
えます。 

再ちしたい映像が表示されるまで 
むすを押す。 

ビデオ遅巧 

《解除ずる場合は、〇で" SOURCE " 

を選んでください。 


II ~~ II~~ I |~ 1 I II 

レコ - 夕 - BD/DVD ,V 巧才占巧 

0 0 0 0 

:挪邀 7-7 ルイ。’ 

6 0〇 〇 
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mmmm 

• HDMI 入力信号は選べません。 

• HDMI 信号を再生中 、 HDMI モこクー化力端子に他の人カソースは 
出力できません。 


再生中の音青を巧えずに他の入力 
ソースの映像を再生ずる（ビデオ 
セレクト機能） 


設定時聞をに電源をスタンバイに 
ずる（ス U —プタイマー機能） 


HDMI コントロール機能 


便利な機能 


n 巧な n 々か到 n 




鹏袖 


抑が 


巧普々廉碟 


イ9を©赢遵 




巧雨な 


W 孩な蔬 


廣〇射〇苗^ 

)援©| 0 剛 

V 5 ぶ〇 - 
)s ろ 一 資I 




































再生するブ□グラムソースまたはお好みに合わせて、各ス 
ピーカーの音量を調節することができます。 

各スピーカーの音量を調節する。 

を押して調節したい 
スピーカーを 選ぶ。 


パーソナルメモリープラス機能 


2 


< >で音量を調節する。 


【調節できる範囲】 -12dB~12dB 


チヤンネルレベル 


または▽で " Fader" 
は [> で調節する項目を選ぶ。 


を選び、づまた 


2 


< >でスピーカーの音量を調節する。 


国 

•フエーダー機能は、サブウー八一には働きません。 

* 一番ルさい値に調節されているスピーカーの音量が， -12 clB じな 
るまで調節できまず。 


き順1①設定内容をまとめて記憶できます。よく使う設定を 
記憶させておくと、次回の設定が簡単におこなえます。また 
常に同じ再生環境でお楽しみいただくことができます。 

•3 通りの設をができまず。 

記憶のさせかた 


1 


《サブウー八一の場合 "-12 dB " のときじ音量を下げる操 
作をおこなうと 、 "OFF (なし)"の設定じなりまず。 


因 

へ、ソドホンプラグを挿しているときは、へ、ソドホン巧の設定画面を 
表7]\しホす。 

スピーカーの音量をまとめて調節する 
(フエーダー機能) 

フ□ント側（フ□ントスピーカー/センクースピーカー/フ 
□ント八イトスピーカー）またはリア側（サラウンドスピー 
カー/サラウンドバックスピーカー)のそれぞれの音量をま 
とめて調を（ミ咸衰）ずることができまず。 


2 


下記を記憶させたいげ態に設定する。 

① 入カソース（屈 =31 ぺージ） 

② 入カモード（屈 =30 ぺージ） 

③ サラウンドモード（屈 =33 ぺージ） 

④ Audyssey ①設定 （MultEQ、Dynamic EQ, 
Dynamic Volume) (が 37 ぺージ） 

⑥音量の設定（屈 =31 ページ） 

⑥ビデオセレクト①設定（屈 =40 ぺージ） 

ディスプレイじ "Memory" が 
表示されるまで、記憶させたい 
S S S を長押しする。 

手順1で設をしている内容を記憶しま 
す。 


入カソースごとに最後に設をしていた内容（入カモード、サラ 
ウンドモード、 HDMI 化カモード、 Mul 拒 Q、Dynamic EQ 、 
Dynamic Volume や才ーディオディレイなど）を記憶します。 

夕 

サラウンドパラ メークー， I 'ー ンの設をおよびを スピーカーの 音量 
は> サラウンドモードごとに記憶します。 

ラストフアンクシヨンメモ y - 機能 

スタンバイじなる直前の入カソースを記憶しまず。 

再び電源を入れると、スクンバイになる直前のファンクシヨ 
ンじな U まず。 


バックアップメモリー機能 


電源を切ったり電源コードを抜いたりした場合でも、各種設 
ををお1週聞保持しまず。 


【お買い上げ時の設定】 



入カ ソース 

音量 

映画 ( MOVIE ) 

巨 D/DVD 

40 

音楽 ( MUSIC ) 

巨 D/DVD 

40 

ゲーム （ GAME ) 

F.HDMI 

40 


呼び出しかた 


呼び出したい設定が記憶されているちちを巧 
す。 



各種メモリー機能 


よ<巧ラ設定を記憶をせる 
(クイックセレクト機能） 


さスピーカーの音量を調節ずる 


巧な n 々か到 n 


前說 


碟袖 


抑が 


浦普々廉碟 


イ9音©赢强 


巧 P 伽さ狂？が迎。巧 S 




W 巧な疏 


«巧の 



g 巧入 

Q 

の函 

一；!-卜 

〇 

亩 g 

BO,'DVD 

〇 

毀 

ゲーム 

TV 

〇 

a 

3 

こりが 

〇 
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その他の情な 

サラウンドについて 


本機に内蔵のデジタル信号処理◎路のはた6きじより、プ□グラムソースを映画館と同じ臨場感でサラウンド再生をお楽しみいただけます。 


ドルビーサラウンドフオー7ツト 


Dolby Digital ( ドルビーデジタル） 

Dolby D 间ね I は、ドルビーラボラトリーズじより開発されたマルチ 
チャンネルデジタル信号フォーマットです。 

再生チャンネルは、フ□ント3チャンネル (FL FR , C ) とサラウ 
ンド2チャンネルのし SR )、 低音域専巧の LFE チャンネルの合計 
5.1 チャンネルで構成されています。 

このため、チャンネル間のク□ストークもなく、音の遠近感、移動感、 
定位感など立体感のある音攝をリアルに再現ずることができまず。 
AV ルームでの峽画ソフト再生においても、リアルで圧倒的な臨場感 
を生み化します。 

Dolby Digital Plus ( ドルビーデジタルプラス） 

Dolby Digital Plus は、ドルビーデジタルを改良した信号フォー マッ 
卜で、最大 7.1 ch のデジタルディスクリート音声対応とともに、デー 
タピ、ソトレートに余裕を持たせることじより音質の向上が國6れて 
いまず。従来のドルビーデジタルに対して上位互換であるため、ソー 
ス信号や再生機器の状巧に応じて、より柔軟性の高い運巧が巧能と 
なっていまず。 

Dolby TrueHD ( ドルビー TrueHD) 

Dolby TrueHD は、ドルビーラボラトリーズの高精細音声巧術で、 
□スレス符号化技術を巧いることじよリマスター音声の忠実な再現 
を可能としています。 

サンプリング周汲数とチャンネルも最大9目 kHz /7.1 ch じ対応し、特 
に音質を重視したアプリケーションに操用されています。 

Dolby Pro Logic II (ドルビープ□ロジック II) 

Dolby Pro Logic II は、ドルビーラボラトリーズじより開発された 
マトリクスデコード巧術です。 

CD のような通常の音楽は5チャンネルの信号にエンコードし、優 
れた立体音域効果を発揮しまず。 

サラウンドチャンネルはステレオ化、フルパンド化（周波数特性 
20 Hz 〜 20 kHz じ(上）し、あ6ゆるステレオ音源を蟲場感豊かな立 
体音像でお楽しみいただけます。 


Dolby Pro Logic nx ( ドルビープ□ロジック nx) < 

Dolby Pro Lo 呂 ic nx は 、 Dolby Pro Logic n をさ 6 に改良したマト 
リクスデコード技術でず。 

2チャンネルで記歸された音声をデコードし、自然な最大 7.1 チャ 
ンネルの音声を再生できます。 

音楽再生に適した " Music " モードと映画再生に適した " Cinema " モー 
ド、 ゲームを お楽しみになるとき じ最適な" Game " モードがあります。 

Dolby Digital EX ( ドルビーデジタル EX) 

ドルビーデジタル EX は、ドルビー研究所とルーカスフイルム社が 
共同で開発した音響フォーマット "DOLBY D に ITAL SURROUND 
EX " を、家庭で楽しむためにドルビー研究所が提案した 6.1 ch のサ 
ラウンドフオーマットです。 

サラウンドパックチャンネルを含めた目. Ich での音場再生により、 
空間表現力、を位感が向上します。 

Dolby VS (ド ルビーパー チャルス ピーカー） 

ドルビーパーチャルスピーカー (Dolby Virtual Speaker ) 巧術は、 
ドルビーラボラトリーズせの専有技術により、フ□ント2チヤンネ 
ルスピーカーだけでサラウンド音場の仮想化をおこなっており、実 
際にサラウンドスピーカーを設置しているかのような再生が体験で 
きます。 


ドルビーラボラトリーズか6の実施権に基づき製造されていま 
す。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 封 C およびダブル D 記号は、ドルビー 
ラボラ トリーズの商標でず。 


DTS サラウンド フオー マット 


口 Ts Digital surround 

DTS ™ Digital Surround は、 DTS 社の標準デジタルサラウンド 
フォーマットで、サンプリング周液数が 44.1 kHz または 48 kHz 、 
再生チャンネル数が最大目.1 ch のデジタルデイスクリートサラウン 
ド音声フォーマットでず。 

DTS-HD High Resolution Audio 


DTS-HD High Resolution Audio は、従来の DTS 、 DTS - ES 、 
DTS 96/24 フォーマツ トを改良した 信号フォーマツ トで、サンプリ 
ング周般数の 96 kH 2/48 kHz 対応に加えて最大 7.1 ch のデジタル 
ディスクリート音声(こ対応しています。余裕あるデータビツトレー 
卜じよって高音質化を國るとともじ、従来の DTS デジタルサラウン 
ド 5.1 ch のデータわ含むため従来製品との完全な互換性を有してい 
まず。 

DTS-HD Master Audio 


DTS-HD Master Audio は、 DTS 社の□スレス音声フォーマット 
で、最大 96 kHz /7.1 ch じ対応し、さ6に□スレス音声符号化技術に 
よってマスター音声の忠実な再現を可能としていまず。また、従来 
の DTS デジタルサラウンド 5.1 ch のデータも含むため従来製品との 
完全な互換性を有しています。 

DTS - ES ™ Discrete 6.1 


DTS - ES ™ Discrete 6.1 は、 DTS デジタルサラウンド音声に力□え 
て S 巨チャンネルを追加した目.1 ch のデジタルディスクリート音声 
フォーマツトです。デコーダーに応じて従来の日. Ich 音声としてデ 
コードすることも巧能でず。 

DTS-ES™ Matrix 6.1 


DTS - ES ™ Matrix 目.1は、 DTS デジタルサラウンド音声に S 巨チヤ 
ンネルをマトリクスエンコードじて挿入した 6.1 ch 音声フォーマツ 
卜でず。デコーダーに応じて従来の 5.1 ch 音声としてデコードずる 
ことち巧能です。 


n 巧な n 々か到 n 


蓝說 


鹏袖 
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サラウンドにごいて 


DTS NEO:6TM サラウンド 


Audyssey Dynamic VolumeT" 


DTS NEO : 目 TM は、 2 チヤンネルソースを目. 1 チヤンネルのサラウン 
ド再生するマトリクスデコード技術です。映画再生に適した 「DTS 
NE ひ6 Cinema 」 と、音楽再生に適した 「DTS NE 0:6 Music 」 が 
あります。 


DTS 9 巨 /24 


DTS 96/24は、 DVD - Video 上でサンプリング周波数 96 kHz / 量子化 
ビット数 24 bit の高音質再生を可能としたデジタル音声フォーマットでず。 
チャンネル数は 5. 1 ch となりまず。 


本機は DTS . Inc . からのライセンス契約に基づき製造されています。 
米国特許第5.451.942号、5,956，目74号、日.974.380号、 5,978.762 
号、目.226.目1目号、目，487,535号、7ぶ 12.872 号、 7.333.929 
号、 7.392.195 号、7.272，日67号、その他、米国内および国外特 
許もしくは特許化願物。 DTS の□ゴ、シンボル、 DTS - HD および 
DTS-HD Master Audio は、 DTS . Inc . の商標です。 DTS , Inc . 
◎1996-2008 DTS . Inc . 版権所有。 




Audyssey 


Audyssey MultEQ® 



Audyssey Dynamic EQ, 


Audyssey Dynamic EQ は、人間の聴覚や部屋の音響特性を考慮し、 
音量レペルを下げた際に発生する音質の低下を防ぐ技術でず。 
Dynamic EQ は 、 Audyssey MultEQ 技術と速動することにより 
ずべての音量レペルに対して最適なバランスの音質をすべてのリス 
ナーに提供しまず。 


Audyssey Dynamic Volume は、テレビや峡画など再生される〕ン 
テンツ内における音量レベルの蛮化（静かな音のシーンと大きな音 
のシーンの間など）をユーザーの好みのボリューム設を値に自動的 
に調整する技術です。 

また 、 Dynamic Volume は Audyssey Dynamic EQ の技術をア 
ルゴリズムの中に取り込むことにより音量レベルの調整時やテレビ 
チヤンネルの切り曽え時、ステレオコンテンツからサラウンドコン 
テンツなどの切り替え時でも低域特性や音質パランス、サラウンド 
効果、ダイア□グの明腺さを保っていまず。 


Audyssey MultEQ は、広いリスこングエリア内のどのリスナーに 
も最適なリスこング環境を提供する補正技術でず。 

Mul 忙 Q は、複数位置での測をじ基づいて、時間特性と周激数特性 
の双方を補正すると共に、全自動でサラウンドシステムセツトアツ 
プを実巧します。 


AUDYSSEY 


本機は 、 Audyssey Laboratories からのライセンス契約に基づ 
き製造されています。米国共同で外国特許審議中 。 Audyssey 
MultEQ ® Audyssey Dynamic ECT ™ および Audyssey 
Dynamic VolumeTM は 、 Audyssey Laboratories の商標です。 


MPEG -2 AAC にごいて 


MPEG -2 AAC (Advanced Audio Codin 夏）は 、 MPEG (Moving 
Picture Experts Group ) じより開発されたマルチチャンネル音声 

フォーマットでず。 

高音質-高圧縮率を確保できることが特長です。 

MPEG -2 AAC じより地上デジタル放送や BS デジタル放送などで 
配信される高音質音楽番組やマルチチャンネル音声の峽画など、臨 
場感あふれるサラウンド再生が楽しめます。 

□ MPEG-2 AAC のスペック（概要） 

•アルゴリズム 
MAIN プ□ファイル 
LC (Low Complexity ) プ□ファイル 
SSR (Scalable Sampling Rate ) プ□ファイル 
•サンプリング周液数 
8 kHz か6 96 kHz まで対応 
•チャンネル数 

最大48チャンネルのマルチチャンネル伝送(こ対応 
•その他の機能 

LFE (Low Frequency Effect ) サポート 
マルチリンガル（複数言語）サポート 

□米国におけるパテントナンバー 


08/937,9已〇 

5 297 236 

己.481.614 

己.490,170 

5848391 

4.91 4,701 

日.己92.584 

日.264.84目 

己.291,557 

5,235,671 

5.781.888 

5.268.685 

己,4引，954 

07/640,550 

08/039,478 

5,375.189 

己400 433 

5.579.430 

08/211,547 

5.581.654 

5.222.189 

08/目78,66目 

5,703 .999 

0日-183.988 

己.357,594 

98/03037 

08/557,046 

5.548.574 

己752 225 

97/02875 

08/894,844 

08/506,729 

己,394,473 

97/02874 

5.299.238 

08/576,495 

己.583,962 

98/03036 

5.299.239 

5,717,821 

己,274,740 

日.227,788 

5.299.240 

08/392,756 

己.633,981 

5.28 己，498 

己.197.087 
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サラウンドにごいて 


サラウンドパラメータ——賣表 


サフ ウンドモード 

信号と調節可能なモード 

チャンネル化力 

パラメーター※ （） 内は初期値 

フ〇ント 
左/ち 

センな一 

サラウンド 

左/ち 

サラウンド 

パック 

を/ち 

サブ 
ウー八一 

D. Comp 

ホ 1 

LFE 

ホつ 

AFDM 

本 ^ 

サラウンド 
ハ'、ソク 

Cinema EQ. 

Mode 

Room Size 

Effect Level 

Delay Time 

Subwoofer 

DRC 

ホ 3 

DIRECT 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇阳 FF) 

〇 (OdB) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

O 

O (Auto) 

MULTI CH DIRECT 

〇 

◎ 

© 

◎ 

◎ 

X 

〇 (OdB) 

〇 (ON) 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

STEREO 

〇 

X 

X 

X 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

O (Auto) 

MULTI CH IN 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

X 

〇 (OdB) 

〇 (ON) 

〇 

〇 (OFF) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

DOLBY PRO LOGIC Hx 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

X 

X 

〇 

〇 (ミ 主 1) 

u に inema) 

X 

X 

X 

X 

O (Auto) 

DOLBY PRO LOGIC n 

〇 

◎ 

◎ 

X 

◎ 

〇 (OFF) 

X 

X 

〇 

〇 (ミ 主 2) 

u (Cinema) 

X 

X 

X 

X 

O (Auto) 

DOLBY VS 

〇 

X 

X 

X 

〇 

〇陌 FF) 

〇 (OdB) 

X 

X 

〇 

O 

X 

X 

X 

X 

o 

DTSNEO: 日 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

X 

X 

〇 

〇 (ミ 主 1) 

0 (Cinema) 

X 

X 

X 

X 

X 

DOLBY DIGITAL 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

〇 (ON) 

〇 

〇 (OFF) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

DOLBY DIGITAL Plus 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

〇 (ON) 

〇 

〇 (OFF) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

DOLBYTrueHD 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇陌 FF) 

〇 (OdB) 

〇陌 N) 

〇 

〇 (OFF) 

X 

X 

X 

X 

X 

O (Auto) 

DTSSURROUND 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

〇 (ON) 

〇 

〇 (OFF) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

DTS 96/24 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

〇 (ON) 

〇 

〇 (OFF) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

DTS-HD 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

〇 (ON) 

〇 

〇 (OFF) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

MPEG2 AAC 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

X 

〇 (OdB) 

〇 (ON) 

〇 

〇 (OFF) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

5CH/7CH STEREO 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

ROCK ARENA 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

X 

〇 

X 

X 

0 (Medium) 

O (10) 

X 

X 

X 

JAZZ CLUB 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

X 

〇 

X 

X 

O (Medium) 

O (10) 

X 

X 

X 

MONO MOVIE 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

X 

〇 

X 

X 

O (Medium) 

O (10) 

X 

X 

X 

VIDEO GAME 

〇 

◎ 

© 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

X 

〇 

X 

X 

O (Medium) 

O (10) 

X 

X 

X 

MATRIX 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 (OdB) 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

O (30 ms) 

X 

X 

VIRTUAL 

〇 

X 

X 

X 

◎ 

〇 (OFF) 

〇 ( OdB) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


〇：信号あり/制御可能 
X : 信号なし/制御不可能 

◎: スピーカー有 y 無しの設定じより、オン/オフ巧能 


〇：信号あり/制御可能 
X : 信号なし/制御不可能 

を 1: Mode" の設定：〔囑 =35 ぺージ）が "Cinema" のときじ選べまず。 

ミ主 2: Mode" の設定（極 =35 ぺージ）が "Cinema" または "PL" のときに選べまず。 

* 1: Dolby Digital および DTS 信号再生時 

*2 : Dolby Digital. DTS およびリニア PCM ( マルチチャンネル） 

*3 : Dolby TrueHD 信号再生時 
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サラウンドにごいて 


サラウンドモード 




信号と調節可能なモ - 

-K 




パラメーター※ （） 巧は初期値 

PRO LOGIC n/Ex MUS にモードのみ 

NE0:6 MUSIC 

モードのみ 

lone Control 
(を 4) 

MultEQ 

Dynamic EQ 
(ミま己） 

Dynamic 
Volume 
( ミ主日） 

RESTORER 
妊 7) 

Panorama 

Dimension 

Center Width 

Center Imaae 

DIRECT 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

MULTI CH DIRECT 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 (ミま 4) 

〇蛙 4) 

〇 ( を 4) 

X 

STEREO 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

MULTI CH IN 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

X 

DOLBY PRO LOGIC Hx 

O (OFF) 

O 脚 

O 口） 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

DOLBY PRO LOGIC n 

O (OFF) 

〇閒 

O 口） 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

DOLBY VS 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

DTSNEO: 日 

X 

X 

X 

〇 (0.3) 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

DOLBY DIGITAL 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

X 

DOLBY DIGITAL Plus 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

X 

DOLBYTrueHD 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

X 

DTSSURROUND 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

X 

DTS-96/24 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

X 

DTS-HD 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

X 

MPEG2 AAC 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

5CH/7CH STEREO 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

ROCK ARENA 

X 

X 

X 

X 

〇姓 3) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

JAZZ CLUB 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

MONO MOVIE 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

VIDEO GAME 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

MATRIX 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 

VIRTUAL 

X 

X 

X 

X 

〇 (OdB) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 (OFF) 

〇 


〇:制御可能 
X ;制御不可能 

を 3 : BASS + 目犯 . TREBLE +4 服 

を 4: "Dynamic EQ" の設定（囑 =37 ページ）が "ON" の場合は、設をできません。 

ミ主日； "Mul 拒 Q" の設定（囑 =37 ぺージ）が "OFF" の場合は、設定できません。 

ミま目 ； "Dynamic EQ" の設定（囑 =37 ページ）が "OFF" の場合は、設定 : できません。 

ミま 7 ; "RESTORER" は人力信号が、アナ □ グまたは PCM48k 、 44.1k の場合に設定できまず。 
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マルチチヤンネル設定 





入力信号 



ミ主 


PCM 

DTS-HD 

DTS 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

MPEG-2 AAC 


サフ ウンドモード 

アナ□グ 

リニア 

リニア 

DTS-HD 

DTS-HD 

DTS ES 

DTS ES 

DTS 
巧 . Ich) 

DTS 

96/24 

DOLBY 

TrueHD 

DOLBY 

DOLBY 

DOLBY 

DOLBY 

DOLBY 

DOLBY 

AAC 
( 日 . Ich) 

AAC 

(2ch) 

AAC 
(1 + 1ch) 




PCM 

PCM 

Master 

High Resolution 

DSCRT(7 

MTRX 

DIGITAL 

DIGITAL EX 

DIGITAL EX 

DIGITAL 

DIGITAL 

DIGITAL 





(multi ch) 

にか） 

Audio 

Audio 

ラグ有 

( フラグ有り ) 

Plus 

( フラグ有り ) 

( フラグ無し） 

(5.1/5/4ch} 

(4/3ch) 

にか） 

SURROUND 






















DTSSURROUND 























DTS-HD MSTR 


X 

X 

X 

♦ 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DTS-HD HI RES 


X 

X 

X 

X 

♦ 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DTS ES DSCRT 日 . 1 

*1 

X 

X 

X 

X 

X 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DTS ES MTRX6.1 

*1 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DTSSURROUND 


X 

X 

X 

X 

X 

O 

O 

• 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DTS 9 日 / 2 斗 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

♦ 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DTS (-HD) + PLHx CINEMA 

*2 

X 

X 

X 

O 

O 

O 

O 

o 

o 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DTS (-HD) + PLnx MUSIC 

* -| 

X 

X 

X 

O 

O 

O 

O 

o 

o 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DTS (-HD) + NE0:6 

*1 

X 

X 

X 

O 

O 

X 

O 

o 

o 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DTS NE0:6 CINEMA 


o 

X 

o 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

X 



DTS NEO:6 MUSIC 


o 

X 

o 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

X 


DOLBY SURROUND 























DOLBYTrueHD 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

♦ 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DOLBY DIGITAL+ 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

• 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DOLBYD に ITALEX 

*1 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

o 

o 

O 

X 

X 

X 

X 



DOLBY (D+) (HD) +EX 

* *1 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

o 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



DOLBY DIGITAL 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

♦ 

• 

• 

X 

X 

X 

X 



DOLBY (D) (D+) (HD) +陸 CINEMA 

*2 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

o 


o 

o 

O 

X 

X 

X 

X 



DOLBY (D) (D+) (HD) +PLnx MUSIC 

*1 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

o 

o 

o 

O 

O 

X 

X 

X 

X 



DOLBY PRO LOGIC Hx CINEMA 

*1 

o 

X 

o 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

X 



DOLBY PRO LOGIC Hx MUSIC 

*1 

O 

X 

o 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

O 

X 

o 

X 



DOLBY PRO LOGIC Ex GAME 

*1 

O 

X 

O 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

O 

X 

o 

X 



DOLBY PRO LOGIC n CINEMA 


O 

X 

O 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

O 

X 

o 

X 



DOLBY PRO LOGIC n MUSIC 


O 

X 

O 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

O 

X 

o 

X 



DOLBY PRO LOGIC n GAME 


O 

X 

O 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

O 

X 

o 

X 



DOLBY PRO LOGIC 


O 

X 

O 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

O 

X 

o 

X 


AAC 























AAC + DOLBY EX 

* -| 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

X 

X 



AAC + PLlIx 幻 NEM 冉 

*1 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

X 

X 



AAC + PL Hx MUSIC 

*1 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

o 

X 

X 



MPEG2 AAC 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

♦ 

X 

♦ 


MULTI CH IN 























MULTI CH IN 


X 

♦ 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



MULTI IN + PLEx CINEMA 

*2 

X 

o 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



MULT! IN + PLEx MUSIC 

*1 

X 

O 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 
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を 

入力信号 

アナ□グ 

PCM 

DTS-HD 

DTS 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

MPEG-2 AAC 


サラウンドモード 

リニア 
PCM 
(multi ch) 

リニア 

PCM 

(2ch) 

DTS-HD 

Master 

Audio 

DTS-HD 

High 

Resolution 

Audio 

DTS ES 
DSCRT 
(フラグ 
有り > 

DTS ES 
MTRX 
(フラグ 
有り） 

DTS 

(5.1ch) 

DTS 

96/24 

DOLBY 

TrueHD 

DOLBY 

DIGITAL 

Plus 

DOLBY 

DIGITAL 

EX 

(フラグ 

有り） 

DOLBY 

DIGITAL 

EX 

(フラグ 

無し） 

DOLBY 

DIGITAL 

(5.1/5/4ch) 

DOLBY 

DIGITAL 

(4/3ch) 

DOLBY 

DIGITAL 

(2ch) 

AAC 
(5.Ich) 

AAC 

(2ch) 

AAC 

(1+1ch) 


SURROUND 






















MULTI CH IN 

*1 

X 


X 

X 






X 





X 




MULTI IN + Dolby EX 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 




MULTI CH IN 71 


X 

(7.1) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

DIRECT 


〇 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


DIRECT 



MULTI CH DIRECT 


X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



M DIRECT + PLlIx CINEMA 

*2 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



M DIRECT + PLEx MUSIC 

*1 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



M DIRECT + Dolby EX 

*1 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



M DIRECT71 


X 

〇 口 1) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

DSP SIMULATION 






















日 CH/7CH STEREO 

*3 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



ROCK ARENA 


〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



」 AZZCLU 巨 


〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



MONO MOVIE 


〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



VIDEOGAME 


〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



MATRIX 


〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



VIRTUAL 


〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

STEREO 


STEREO 


♦ 

〇 

♦ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


2 チヤンネル/ 2.1 チヤンネル設定 


注 

*1 

*2 

*3 

M 


サラウンドバックスピーカーを "None" 【こ設定している場合は、選べません。 

サラウンドパックスピーカーを "Ich" または "None" に設定している場合は、選べません。 
サラウンドパックスピーカーを "None" 【こ設定している場合は、"日 CH STEREO" を表示します。 
入カソースのサンプリング周波数が 1 92kHz の場合は、選べません。 


• :初期状態で選ばれるモード 

◎ : "AFDM" が "ON" じ設定されているときに固定されるモード 
〇：選択可能なモード 
X ；選択不可能なモード 



を 

入力信号 

アナ□グ 

PCM 

DTS-HD 

DTS 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

MPEG-2 AAC 


サラウンドモード 

リニア 
PCM 
(multi ch) 

リニア 
PCM 
にホ > 

DTS-HD 

Master 

Audio 

DTS-HD 

High 

Resolution 

Audio 

DTS ES 
DSCRT 
(フラグ 
有り > 

DTS ES 
MTRX 
(フラグ 
有り） 

DTS 
( 巳 . Ich) 

DTS 

96/24 

DOLBY 

TrueHD 

DOLBY 

DIGITAL 

Plus 

DOLBY 

DIGITAL 

EX 

(フラグ 

有り） 

DOLBY 

DIGITAL 

EX 

(フラグ 

無し） 

DOLBY 

DIGITAL 

(5.1/5/4ch) 

DOLBY 

DIGITAL 

(4/3ch) 

DOLBY 

DIGITAL 

(2ch) 

AAC 
(5.Ich) 

AAC 

(2ch) 

AAC 

(1+1ch) 


DOLBYVS 






















DOLBYVS 


〇 

〇 

〇 

〇 *4 

O 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 *4 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

O 

O 

O 

O 

STEREO 






















STEREO 


♦ 

〇 

♦ 

〇 

O 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

O 

O 

O 

O 


サラウンドにごいて 
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» 障かな？と思った 5 


□各接続は正しいですか 
□ 取扱説明書じがって正しく操作していますか 
□スピーカーやプレーヤーは正し<動作していますか 

本機が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。 

なお、この表のを項にも該当しない場合は本機の故障とわ考え6れまずので、お買い上げの 
販売店にご相談 < ださい。 

もし、お買い上げの販売店でお分かりじならない場合は、当社のお客様ち談センクーまたは 
おお < の修理柜談窓 □ じご連給< ださい。 


【共逊 


症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

本機が正常に動作 
しない。 

• 外部か6のノイズや妨害(こよっ 
て本機が誤動作している。 

•マイコンを初期化してください。 

50 

電源が入らない。 

• 電源コードの差し込みが不完全 

•電源コンセントへの電源プラグ 

17 

または、入れても 
すぐに切れる。 

である。 

の差し込みを点横してください。 


スピーカーから音 
が化ない。 

•入力機器との接続またはスピー 
カーケーブルの接続が不完全で 
ある。 

•接続を確認してください。 

12 


•再生したい機器と入カソースが 
含っていない。 

•接続を確認して、適切な入カソー 
スを選んでください。 

31 


•主音量がルさずぎる。 

• 主音量を適切な大きさじ調節し 
てください。 

33 


•消音〔ミューティング）モード 
になっている。 

•消音（ミューティング）モード 
を解除してください。 

33 


•へ、ソドホンを接統している。 

•ヘッドホンを外してください。 
へッドホンを接続していると、 
スピーカーやプリアウト端子か 
6音が化なくなります。 

33 


• デジタル信号が入力されていな 
い。 

•接続を確認し、デジタル入力の 
設定をした入カソースを選んで 
ください。 

30 

ディスプレイの表 

•ディマー機能で，本機のディス 

• " OFF " 切外の設走:じしてくだ 

33 

示が消える。 

プレイ表示を " OFF " にしている。 

さい。 



n 巧巧 n かか到。 
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症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

ディスプレイ 

•プルーレイディスク /DVD プ 

•ブルーレイディスク /DVD プ 

— 

が "DOLBY 

レーヤーのデジ々ル音声化力の 

レー中一の音声化力の設定を確 


D に ITAL " の表 

設定が正しくない。 

認して< ださい。詳し< は、ブ 


きにならない。 


ルーレイディスク /DVD プレー 
ヤーの取扱説明書をお読みくだ 
さい。 


本機をご使巧中に 

•機器内部の温度上昇じより、保 

•一を電源を切って> 本体の温を 

— 

奕然電源が切れ、 

護回路が働いている。 

が十分下がってから、電源を入 


電源表示が約2砂 


れ直してください。 


間隔で、ホ色に点 


•本機を風通しの良い攝巧に設置 

— 

獅している。 


し直してください。 


本機をご使巧中に 

•指走されたインピーダンス]:: TF 

•スピーカーは、指定のインピー 

14 

突然電源が切れ、 

のスピーカーを巧用している。 

ダンスのものを使巧してくださ 


電源表示が約0.5 


い。 


秒間隔で.ホ色に 

•スピーカーケープルのな線どう 

•電源コードを巧き，な線をしっ 

14 

点滅している。 

しが接触したり、お撼が端すか 

かりとよじり直すか、端末処理 



6タトれたりして、な線が本機の 

をするなどとした後で、もう一 



リアパネルに接触したため、保 
護回路が働いている。 

を接攝し直して < ださい。 


電源を入れてわ、 

•本機のアンプ回路が故障してい 

•電源を切り、当社の修理相談窓 

— 

電源表示が約0.5 
秒閨隔で、赤色に 
点滅している。 

る。 

□までご連絡<ださい。 


リモコンを操作し 

•乾電池が消耗している。 

•新しい乾電池と交換して<ださ 

7 

てち、正常に動作 


い。 


しない。 

•本体か6離れすぎているか，巧 

• リモコンは、本機から約7 メー 

7 


ちがを < ない。 

トルおよび30°似内の範囲で操 
作してください。 



•本機とリモコンの間に障害物が 

•障害物を取り隙いてください。 

7 


ある。 

•乾電池の货と©が正しくセツ 

• 正しい極性でセ、ソトしてくださ 

7 


卜されていない。 

い。 



•本機のリモコン受光部に強い光 

•受光部に強い光が当たらない場 

7 


〔直劑日光、インバーター式堕光 
なの光など）が当たっている。 

所に設置してください。 


































【才ーデイオ】 


症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

センタースピー 

•テレビなどのモノラル音源を、 

•モノラル音源を再生する場合 

33 

カーから音が化な 

"サラウンド" （ Dolby/DTS 

は、"サラウンド" ( Dolby/DTS 


し)。 

Surround ) モードで再生して 

Surround ) じ(外のサラウンド 



し、る。 

モードを選んでください。 


サラウンドスピー 

•サラウンドモードが、2チャン 

•サラウンド再生巧のモードにし 

34 

カーか6音が化な 

ネル再生用 （" STEREO " また 

てください。 


し、。 

は " D 旧 ECT ") になっている。 



サブウー八一か6 

•サブウー八一の電源が入ってい 

•サブウー八一の電源を入れてく 

— 

音が化ない。 

ない。 

ださい。 



• "Speaker Confi 夏." の 

• " Subwoofer " の設走:を " Yes " 

2己 


" Subwoofer " を " No " に設定: 
している。 

じしてください。 



•サブウ ー}\一 が正しく接続され 

•接続を確認してください。 

12 


ていなし、。 

•サブウー八一の音量がルさく 

•サブウー八一のチヤンネルレべ 

41 


なっている。 

ルを上げてくた‘さい。 


サラウンドバック 

• " S . Back " の設定が " None " じ 

• " S . Back " を " None " W 外に 

26 

スピーカーか6音 
が化ない。 

なっている。 

設定:してください。 



•6.1/7.1 チャンネル再生巧のサ 

•サラウンド再生巧のモードを選 

33 


ラウンドモードじなっていない。 

んでください。 



• Parameter - Surround 

• Parameter - Surround 

36 


Parameter - "Surround 

Parameter - "Surround 



Back " if " OFF " じ設定され 

巨 ack " を " OFF " W 外に設定 



てし''る。 

してください。 


DTS 音声が化力 

•プルーレイディスク / DVD プ 

•ブルーレイディスク / DVD プ 

— 

されない。 

レーヤーの音声出力の設をが， 

レー中一の設走:をしてくださし、。 



ビットストリームじなっていな 

詳しくは、プルーレイディスク 



い。 

/ DVD プレーヤーの取キ及説明書 
をご覧ください。 



•プルーレイディスク / DVD プ 

• DTS 対応のプレーヤーをお使い 

— 


レー中一が DTS 音声の再生に 
対応していない。 

ください。 



•人カモードの設定が、 " PCM " 

•デコードモードを " Auto " また 

30 


[こなっている。 

は " DTS " にしてください。 



症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

HDMI の音声信号 
がスピーカーに化 
力されなし、。 

• "Manual Setup " - -HDMI 
Setup " - "HDMI Audio Out " 
の設定:が " TV " になっている。 

• " AMP " じ設走:してください。 

27 

HDMI 接続してい 
るテレビか6音声 
が化力されない。 

• "Manual Setup " - "HDMI 
Setup " - "HDMI Audio Out " 
の設走:が " AMP " になっている。 

• " TV " に設定してください。 

27 

Dolby TrueHD 、 
DTS - HD、Dolby 
Digital Plus の音 
声が化力されな 
レ。 

• HDMI 接続をしていない。 

•プルーレイディスクプレーヤー 
の音声化力の設をが，ビットス 
ト リームになってレなレ。 

•プルーレイディスクプレーヤー 
が DTS 音声の再をじ対応して 
し、なし)。 

• HDMI 接続をしてください。 
•プルーレイディスクプレー中一 
の音声化力を設をしてください。 
詳しくは、プルーレイディスク 
プレーヤーの取撒説明書をご覧 
ください。 

• DTS 対応のブルーレイディスク 
プレーヤーをお使いください。 

14 


【ビデオ】 


症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

映像が映6ない。 

•本機の映像化力端子とテレビの 
入力端子の接続が不完全である。 

•接続を確認してください。 

14〜17 


•本機と接続したテレビの入力端 
すが入力設走:と合っていない。 

• テレビの入力端子と入力設をを 
合わせてください。 

— 


•使用している VCR / iPod 映像入 
力端子が " Input Setup"-"Vicleo 
In " の設定と異なる。 

• "Input Setup " - "Video In " 
の使巧する映像入力の設をを、 
使巧している映像入力端すじ合 
わせてください。 

• ビデオセレクト機能で HDMI の 
ソースは選ぺません。 

40 

DVD か6 VCR 
じダビングできな 


•故障ではありません。ほとんど 
の峡画ソフトじは、コピー防止 

— 

い。 


信号が入っているので、ダビン 
グずることはできません。 



巧 
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か 
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覃 

か 

骂 


囊 


I 


强 


迎 

m 

縣 


冰 

8 

を 

8 

疏 

盛 



か 

な 
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症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

メこュー画面やが 
態表示を表示しな 

• HDMI 端子か6峽像を入力して 
いるときはが態表示をしません。 

— 

11 

い。 

•状態表示が " OFF " になってい 
る。 

• "Manual Setup " - "Option 
Setup " - " On-Screen Dis ¬ 
play " - " Text " を " ON " じ設 
定してください。 

28 


•主音量の表示が " OFF " になっ 
ている。 

• Manual Setup - "Option 
Setup " - " On-Screen Dis ¬ 
play " - "Master Volume " を 
" OFF " 切外に設走:してくださ 
い。 

28 


• iPod 操作時の表示が " OFF " に 

なつている。 

• "Manual Setup - On-Screen 
D 邮 lay"-"iPod Info ." を" OFF " 
外に設定:してください。 

28 


[HDMI] 


症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

HDMI オーディオ 

• HDMI の入力設をが含っていな 

• HDMI オーディオ信号をス 

27 

信号がスピーカー 
に化力されない。 

い。 

ピーカーから化力ずるときは、 
" AM 尸"じ設走:してください。 


HDMI 接続で映像 
が峡6ない。 

• HDMI 端子の接続が不完全であ 
る。 

•接続を確認してください。 

15 


•本機に接続されたテレビなどが、 
著作権保護 ( HDCP ) に対応して 
いない。 

•著作権保護 （ HDCP ) じ対応した 
テレビを接続してください。 

14 


•接続されたプレー ヤ ーなど 
の化カフォーマット (HDMI 
FORMAT ) とテレビ側の入力 
対応フォーマットが合っていな 
い。 

•接続されたプレーヤーなど 
の化カフォーマット (HDMI 
FORMAT ) とテレビの人力対 
応フォーマットが合っているか 
を確認してくた‘さい。 

14 

HDMI 接続してい 

• HDMI の入力設をが合っていな 

• HDMI オーディオ信号をテレビ 

27 

るテレビか6音声 
が化力されない。 

い。 

か6化力するときは、 " TV " じ 
設をしてください。 
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症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

接続機器に W 下の 
操作をすると、本 
機わ同じ動作を 
する。 

• 電源の人/切 
•音声を化力する 
機器の切り替え 
•音量の調節 
•入カソースの切 
り替え 

• HDMI の CEC 機能が働いてい 
る。 

• Manual Setup " - -HDMI 

Setup " - "HDMI Control " を 
" OFF " に設定してください。 

各機器の電源の入/切のみ操作 
したい場合は 、 "Power Off 

Control " を " OFF " じ設定し 
てくださし、。 

27 


[iPod] 


症げ 

原因 

巧策 

関連ページ 

iPod が再をでき 
ない。 

•ケープルが正しく接続されてい 
ない。 

• iPod 用コント□ールドックの 
AC アダプターがコンセントに 
挿入されていない。 

•接続をやり直してください。 

• AC アダプターを挿入していな 
い場合は、本機と通信ずること 
ができません。 

16 


ずべての設定をお買い上げ時の設定に戻ず 
(マイコンの初期化） 


表示が正し< ない場合や操作ができない場合などじおこないまず。 

マイコンを初期化すると、各種ボタンの設定内容がすべてお買い上げ時の設定じなります。 


スタンバイ中に本体の@を約5秒間押す。 

電源がオンじなり、ディスプレイのずべての表示が 
点なしまず。（初期化が実行されました。） 


2 


ボタンから指を離す。 













































巧障と修巧について 


巧証書 

この製品には保証書が添付されておりまず。保証書は、をず 
「販売店を-購入日」などの記入をおかめて販売店から受け 
取っていただき、内容をよくお読みの上、大切に保管してく 
ださい。 


保証期間はご購入曰か61年間です。 


呆証巧巧中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきまず。 
詳しくは保証書をご覧ください。 

保証書が添付されない場合は> 有料修理じなりますので、ごを意 
ください。 

。偏蜘囲経過をの修理 

修理じよつて機能が維持できる場合は、お客様のご要望に 
より、有料修理致しまず。 

有料修理のお金じついては、「製品のご相談と修理-サー 
ビス窓□のごま内」に記載の、お近くの修理相談窓□へお 
問し)合わせくださし)。 

修理を巧巧をれるとを 


3修理を巧巧される前に 

•取扱説明書の「故障かな？とおったら」の項目をご確認く 
ださい。 

•正しい操作をしていただけずに修理を依頼される場合があ 
りまずので、この取扱説明書をお読みいただき、お調べく 
ださい。 

□修理を巧巧されるとさ 

•添付の「製品のご相談と修理.サービス窓□のご案内」に 
記載の、おお<の修理相談窓□へご柜談<ださい。 

•修理を依頼されるときのために、捆包がは保存しておくこ 
とをおずずめしまず。 


化巧の隐に連緒していただをたい内容 

•おを前、ご住所、お電話番号 
• 製品名'……取扱説明書の表おじ表示していまず。 
•製造番号…保証書または製品背面（または底面や側面）じ 
表していまず。 

•できるだけ詳しい故障または異常の内容 

補修部品の巧ち期囲 

本機のネ甫修用性能部品の保有期園は、製造打ち切り後8年で 
ず。 

おさ様の個人情なの巧護について 

• お客様にご記入いただいた保記書の控えは、保話期圍内の 
サービス活動およびその後の安全点お活動のためじ記載内 
容を利用させていただく場合がございまずので、あ6かじ 
めご了承ください。 

•この商品に添がされている保記書じよって、保話書を発行 
している者（保証責任者）およびそれ W 外の事業者に対ず 
るお客様の法律上の権利を制限ずるものではありません。 


巧な n かか到 n 


前說 


碟袖 


抑が 


浦普々お酷 


イ9音©赢遵 


巧 P 伽さな？が迎^>なぶ 




W 巧な疏 
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をな仕樣 


AV アンプユニット AVC - S 500 HD 


□才ーデイオ部 

•パワーアンプ部 
定巧出力： 


実用最大出力： 


フ□ント： 
センター： 
サラウンド： 
サブウー八一： 

フ□ント： 

センクー： 
サラウンド： 
サブウー八一： 


kHz T . H.D 0.796) 


出力端子： 


27 W +27 W 
27 W 

27 W +27 W 
27 W 

(負荷目 Q 、 1 
34 W +34 W 
34 W 

34 W +34 W 
34 W 

(負荷目 Q 、 1 kHz T . H.D 1096、 JEITA ) 


フ□ント/センター/サラウンド/サブウー八一： 

目〜 16 Q 


•アナ□グ部 
入力感度/ 

入カインピーダンス： 140 mV /47 kQ 
周波数特性： 

S / I\l 比： 

□ビデオ部 

•標準映像端子 
入出カレベル/ 

インピーダンス： 

周波数特性： 


10 Hz 〜100 kHz :十1、 -3 服 (DIRECT モード時） 
95服 ( JIS - A ) (DIRECT モード時） 


Vp - p /75 Q 


□総合 

電源： 

消費電力： 

最大タトお寸法 
質量： 


己 Hz 〜10 MHz : +1、 -3 服 


AC 100 V 已0/60 Hz 

130 W (電気用品安全法じよる） 

0.3 W (スクンバイ時） 

434 (幅） X 70 (高さ） X 318 (奥行き） 
6.2 kg 


mm 


□ U モコン ( RC -1 12已） 

乾電池： R 03 ( 単4お）乾電池2本使用 

最大かお寸'法： 50 ( 幅 ）X 211(高さ ）X 22 (奥行き ） mm 

質量： 110 g (乾電池を含む） 


: r 巧巧 n かか到。 


前說 


鹏袖 


抑が 


浦 fy なお縣 


イ9音©赢お 




巧が庸お 
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スピーカーユニット SC - AS 500 / SC - AE 6000 / DSW-S 已〇〇 


□フロントスピーカー SC - AS 500 ( DHT - S 已〇 0 HD のフロントスピーカー) 
形式： フルレンジ .2 スピーカー 

密閉型 

再を周波数域： 80 Hz 〜30 kHz 

入カインピーダンス： 6 Q 

最大許容入力： 40 W ( JEITA )、 100 W ( PEAK ) 

平巧化力音圧レベル： 82 dB (1 W .1 m ) 

スピーカーユニット： フルレンジ （5.7 cm コーンお X 2) 

寸法： 85川畐 ） X 188 (高さ） X 115 (奥行き ） mm 

質量： 0.9 kg 


□フロント スピーカー SC - AE 已〇00 ( DHT - E 日000 HD のフロントスピーカー) 
お式： 2ウェイ. 3スピーカー 

密閉型 

再ち周波数域： 80 Hz 〜45 kHz 

入カインピーダンス： 6 D 

最大許容入力： 40 W ( JEITA )、 100 W ( PEAK ) 

平均出力音圧レベル： 82 dB (1 W .1 m ) 

スピーカーユニット： フルレンジ （5.7 cm コーンお X 2) 

スーパーツイータ ー(1.6 cm X 1) 

づミち： 85川畐 ） X 188 (高さ） X 115 (奥行き ） mm 

質量： 0.9 kg 


□ヴプウ ー/ V - DSW - S 500 

形式： 1ウェイ • 1スピーカー 

バスレフ型 

再ち周波数域： 30 Hz 〜300 Hz 

入カインピーダンス： 6 Q 

最大許容入力： 60 W ( JEITA )、 120 W ( PEAK ) 

平巧出力音圧レベル： 82 dB (1 W •1 m ) 

スピーカーユニット： 16 cm コーン型 X1 

寸'法： 136 (幅） X 420 (高さ） X 307 (奥行き） mm 

質量： 4.8 kg 


《 JEITA :(社）電子情報技術を業協会術称： JEITA ) が制をした規格です。 


仕様およびか截は改良のため、予告な<変更 
することがあります。 

《本機を使巧できるのは日本国内のみで、外国 
、 では使巧できません。 


《本機は国内仕様でず。 

必ず AC 100 V のコンセントじ電 
源プラグを差し込んでご使巧くだ I X ) 
さい。 ACIOOV ]:^ 外の電源には 
絶対に接続しないでください。 


















国 


国 


o 


なゴ会な デゾツ コ。シュ ー P — でーヴディツジ 

本 な 干 21 0-8569 巧奈…県…崎巿…崎区日進巧 2 番地 1 

D&M ビル 3 F 

お客様相談センター tel :044_670_5555 

【電話香号はお間違えのないようにおかけください。】 

受付時間9 : 30〜12 : 00、12 : 45〜17 : 30 
(当せ休日および祝日を除く、月〜金曜日） 

巧障•修理•サービス部品[こついてのお問い合わせ先（サービスセンター）[こついては、 
次の URL でもご確認できます。 

http://denon.jp/info/info02.html 


後曰のために記入しておいてください。 
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